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液体クロマトグラフ

Prime セレクション
〈1260 Infinity III Prime LCシステム〉
【システム概要】
クォータナリポンプ（デガッサ内蔵）、
バイアルサンプラ、カラムコンパートメント、
UV-Vis 検出器、
OpenLab CDS 2（PC含む）

〈価格〉 930万円～

1260 Infinity III
 VL

1290 Infinity III1260 Infinity III
Prime LC

Agilent InfinityLab Primeセレクション
Agilent 1290 Infinity III, 1260 Infinity III Prime LC, 1260 Infinity III VL （Value Line）
からなる 3つをお勧めセットとしてチョイスしました。

3つのセット
1.  Agilent 1290 Infinity III : 
フラグシップ UHPLC
（耐圧 130 MPa）

2.  Agilent 1260 Infinity III Prime LC : 
スタンダードHPLCの価格で
UHPLCパフォーマンスを実現
（耐圧 80 MPa）

3. Agilent 1260 Infinity III VL : 
最高のコストパフォーマンス
（耐圧 40 MPa）

Agilent 1260 Infinity III Prime LC Agilent 1260 Infinity III
ハイブリッドマルチサンプラ耐圧 80 MPaの Prime LC システムは、ポンプの自

動パージ機能、ブレンドアシスト機能等、標準搭
載された自動化機能により、更なる効率アップを
実現する新スタンダードHPLC です。
1290 Infinity III 同様、Intelligent System Emulation 
Technology（ISET）機能を標準搭載、機器間のメ
ソッド移管をスムーズかつ容易に行うことができま
す。また、低ディレイボリュームを活かしてMS フ
ロント LC としても最適なシステムです。

1260 Infinity III Prime LCにハイブリッドマルチサンプラがラインアップに加
わりました。特徴ある2つの注入モードが搭載されており、自由に切換え可
能です。
●フロースルー注入（従来法）
● Feed 注入（New）
新規搭載の Feed注入は、強溶媒に溶解しているサンプル分析において、
クロマトグラムに与える強溶媒の影響を自動で抑制することができます。手
作業によるサンプル希釈などのサンプル前処理なしに、シャープで再現性の
よいピーク形状が得られ、農薬分析や PFAS
分析等に最適なオートサンプラの登場です。

Agilent InfinityLab LCシリーズは、分析の可能性を広げる
究極の（U）HPLCです。各シリーズの多彩な圧力流量範囲
（パワーレンジ）により、最適なシステムを選択できます。
コストを抑えながら、優れたクロマトグラフィー性能を 
実現します。

Agilent InfinityLab LCシリーズ

InfinityLab LCの
圧力流量範囲

1260 Infinity III ハイブリッドマルチサンプラ

〈価格〉 375万円～

Feed Injection

Flow through
NEW
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LC

1290 Infinity III Bio LC - フレキシブルポンプ1260 Infinity III Prime Bio LC

1290 Infinity III Bio LC -ハイスピードポンプ1260 Infinity III バイオイナート LC

Agilent 1260 & 1290 Infinity III Bio LC ポートフォリオNEW

Bio LCポートフォリオがパワーアップ
1260 Infinity III バイオイナート LCと1290 Infinity III ハイスピードポンプの Bio LCポートフォリオに、130 MPaの低圧混合送液を可能にする1290 Infinity III
Bio LC フレキシブルポンプ、耐圧 80 MPaの 1260 Infinity III Prime Bio LCフレキシブルポンプが新たに加わりました。
カラム・消耗品から、自動前処理、質量分析計、ソフトウェア、サービスまでの一貫した InfinityLab Bio LCソリューションでラボ分析をトータルサポートします。

バイオ不活性が必要な
アプリケーション。

超高性能。
LC/MSフロントに最適。

日常のルーチン分析用。
1260 Prime LCのバイオ版。

超高性能。
分析法開発に最適。

〈価格〉 1,340万円～
 （PC、ソフトウェア含む）

〈価格〉 1,650万円～
 （PC、ソフトウェア含む）

〈価格〉 1340万円～
 （PC、ソフトウェア含む）

〈価格〉 1,550万円～
 （PC、ソフトウェア含む）

Agilent 1260 Infinity III LC VL
1260 Infinity III VLシリーズは、耐圧 40MPa、エントリーレベル HPLCと
して優れたコストパフォーマンスを発揮します。
オートサンプラをチョイスすることで低コストでの
高性能自動分析を実現します。

Prime セレクション
〈1260 Infinity III VLシステム〉
【システム概要】
クォータナリポンプ（デガッサ内蔵）、
バイアルサンプラ、カラムコンパートメント、
UV-Vis 検出器、OpenLab CDS VL
ソフトウェア（PC含まず）

〈価格〉 773万円～

Agilent 1290 Infinity III LC
Agilent 1290は、耐圧 130 MPa、最大流量 5 mL/minまで対応でき、
あらゆるアプリケーションで超高速・高分離能を実現できる最高峰 
の UHPLCシステムです。少ないディレイボリューム、わずか 9 ppm
（0.0009％）のキャリーオーバー、優れたポンプ
性能によりハイエンドMSフロント LCとしても
最適です。

Prime セレクション
〈1290 Infinity III LCシステム〉
【システム概要】
フレキシブルポンプ（デガッサ内蔵）、
バイアルサンプラ、カラムコンパートメント、
UV-Vis 検出器、OpenLab CDS （PC含む）

〈価格〉 1,240万円～

LC

異なる LC装置間で変わってしまうグラジエント挙動を ISETが補正し、
従来の分析結果を再現します。メソッドの再検討は必要はありません。
過去に開発したメソッドはそのまま利用し、新規に開発するメソッドは
UHPLC仕様にすることができ、1台の LCが
さまざまな LC装置として使用可能です。
（他社 LCからのメソッド移行も
可能です）。

ISET（Intelligent System Emulation Technology）Agilent 1220 Infinity II LC
Agilent 1260 Infinityの性能、信頼性、頑丈さはそのままに、コンパクト
でシンプルな使用感を持った、一体型 LCシステム。60 MPaの耐圧を有
し、アジレントの特徴的なカラム Poroshell 120 カラムと組み合わせるこ
とにより、安価なシステムで高速・高分離分析を
達成することができます。（耐圧 40 MPaの VL
バージョンあり）

1220 Infinity II
〈システム構成〉
アイソクラティックポンプ、マニュアルインジェク
タ、UV-Vis 検出器（ソフトウェア含まず）

〈価格〉 206万円～

ISE Tは、1290 Inf in i t y、1290 
Infinity III、1260 Infinity III Prime 
LC、1290 Infinity III Bio LC、1260 
Infinity III Prime Bioに標準搭載。
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2D-LCソリューション（二次元 LC）
従来のHPLC では困難であった複雑な試料の成分分析でも、2D-LC によっ
て網羅的に展開することにより、未知試料のスクリーニングにも応用するこ
とができます。
2D-LC 専用バルブとソフトウェアの開発により、シンプルなシステム構成を
実現し、2D-LCがより身近なテクノロジーとなりました。

コンプリヘンシブ 2D-LC 
Agilent 1290 Infinity III ハイスピードポンプを 2 次元目に使用することで、
高い分離能と再現性を持ちながら包括的に分析を行います。
マルチハートカット2D-LC
共溶出している複数のピークに対して二次元 LC を行います。それぞれの
ピークを回収して再注入することなくさらに分離を行うため、時間と手間を
かけることなく飛躍的に分離能力をアップすることができます。
ハイレゾサンプリング 2D-LC
コンプリヘンシブとハートカットの利点を併せ持った 2D-LCです。定量分
析にも対応可能です。
オンライン脱塩ソリューション
1260 Infinity IIIをベースに 2D-LC技術を応用した脱塩ソリューションはコス
トパフォーマンスに優れ、堅牢な LC/MS分析を実現します。 LC/MSで使用できない

移動相をリアルタイムで
MSに移送可能

Agilent 1260 Infinity II LCをベースとした GPC/SECシステムに、新しく、
PSS（Polymer Standard Service）社のモジュール、カラム、スタンダード
サンプルが、ポートフォリオに加わりました。
●  GPC/SECカラムの高分離能を維持するために不可欠な、高精度で非常
に安定した送液が可能なポンプシステム

●  30cm GPCカラムを収納可能なカラムオーブンは 5～90℃の温度コン
トロール可能

●  20アングル、バイオイナート仕様の多角度光散乱検出器
● 誰でもすぐにGPC/SEC分析が始められるカラムキャリブレーションキッ
トや、GPC/SEC Readyキット
●  PSS社カラムも追加され、幅広いアプリケーションに対応可能な充実し
た GPCカラムラインアップ

スタンドアローンからクライアント /サーバーシステムにも対応したWinGPC
ソフトウェア、または、優れた DI機能を搭載した Agilent OpenLab CDS用
アドオン GPC/SECソフトウェアからソフトウェアを選択可能です。

注）一部製品、カラムはエーエムアール社の取り扱いになります。

Agilent 1260 Infinity II GPC/SECシステム

〈システム構成〉
アイソクラティックポンプ、バイアルサンプラ、マルチカラムサーモスタット、
示差屈折率検出器、GPC/SECソフトウェア

〈価格〉 775万円～

OpenLab CDS にGPC機能をアドオン可能です。
抜群の操作性を活かした GPC解析が行えます。

WinGPCソフトウェアにより、多角度光散乱検出器、粘度計等のコ
ントロール、データ解析が可能。様々なキャリブレーションメソッ
ドをサポートします。

液体クロマトグラフ

〈システム構成〉
1 次元目グラジエントポンプ、2 次元目グラジエントポ
ンプ、オートサンプラ、カラムコンパートメント、2D-LC 
バルブキット、ダイオードアレイ検出器、OpenLab 
CDS WorkStation、2D-LC 解析ソフトウェア

〈価格〉 1,910万円～
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マルチメソッドソリューション
自動メソッド開発ソリューション

画期的なメソッド開発へのアプローチが可能な自動メソッド開発ソリューションは、分離条件の変更、
面倒で煩雑なカラムの取り付けや溶媒交換、WalkUpシステムでのメソッド管理など、メソッド開発に
かかわる非常に面倒なプロセスの問題点を、その優れた機能と操作性で解決します。
さらに、同じシステム構成で、複数のメソッドを自動で切り替え、さまざまなアプリケーションでの分
析を自動連続分析可能なマルチメソッドソリューションシステムとしても活用できます。
メソッド開発においてもマルチメソッド連続分析においても、操作ミスを劇的に減らすことができ、ラ
ボの生産性を飛躍的にアップできます。
● 溶媒自動切換え（最大 26溶媒）、カラム自動切換え（最大 32本）が可能、分離選択性の検討効
率が飛躍的に向上します。

●   Agilent LC/MSD、ELSD 等に接続することで、ほぼすべての化合物についてのメソッド開発が 
迅速に行えます。

●  アプリケーションに合わせて、1290 Infinity III システム、または 1260 Infinity IIIシステムを選択して
ください。1290 Infinity III メソッド開発システムでは ISET機能を活かして、他社装置に対応した自
動メソッド開発が可能です。また、バイオイナート /Bio LC仕様モジュールでのシステム構築も可能
です。

〈システム構成〉
クォータナリポンプ、オートサンプラ、カラムコン
パートメント、UV-Vis検出器、溶媒切り替えバルブ、
カラム切替バルブ、OpenLab CDS ChemStaion 、 
メソッド開発ソフトウェア

〈価格〉 1,650万円～

Agilent 1260 Infinity III Primeオンライン LC

New! Agilent オンライン LC モニタリングソフトウェア

オンライン LCシステム
〈システム概要〉
フレキシブルポンプ（デガッサ内蔵）
オンラインサンプルマネージャ
カラムコンパートメント
UV-Vis検出器
OpenLab CDS （PC含む）

リアルタイムモニタリングによる品質保証と連続生産を可能に
新製品のオンライン LCは Agilent 1260 Infinity III Prime LCをベースとし、耐圧 80 MPaまでの分析に対応します。
OpenLab CDSに新しいオンライン LCモニタリングソフトウェアをアドオンすることで、サンプルスケジューリング、サンプル前処理、メソッド作成と実行、
データ視覚化、レポート作成までを一括コントロール可能です。

〈価格〉 1,850万円～
反応槽

オンライン LC

サンプル
スケジューリング

データ視覚化＆ 
レポート

メソッド作成
＆実行

サンプル
前処理

オンラインサンプルマネージャ
オンライン LCのキーモジュールである、オンラインサンプルマネージャにより、プロセスと分析のステップを簡単に接続することが可能となります。
反応槽からのサンプルはカラムへの直接注入はもちろん、バイアルにサンプリング後、希釈しながらのバッチ処理も可能です。

ダイレクトインジェクション
バイアルへの高速サンプリング

（Bio-）反応槽

�分析の範囲� �プロセスの範囲�

分析用ポンプ

検出器

カラム

オンラインサンプルマネージャ

LC
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最大流量 200 mL/minの Agilent InfinityLab LC分取精製システムは、分析から大容
量分取まで幅広いアプリケーションに対応したシステム構築が可能です。自動スケー
ルアップワークフローをサポートする Automated Purification ソフトウェアにより高効
率でのスケールアップはもちろん、ターゲット成分の単離に注目したフォーカスグラジ
エント条件の自動作成も可能です。
Open-Bedサンプラ /コレクタは分取と分析の 2つのサンプルループを搭載し、分析
スケール /分取スケール分析の注入、フラクションを1モジュールだけで行うことがで
きます。
ピークトリガーとしてダイオードアレイ検出器、LC/MSD、蛍光検出器、蒸発光散乱検
出器など、多彩な検出器の選択が可能です。
あらゆるアプリケーションで高純度・高回収率での分取精製ワークフローを 
確率できる多彩なフラクションコレクタラインアップ
● 分取スケールフラクションコレクタ（バイオイナート仕様あり）
●  Open-Bed フラクションコレクタ
●バルブベースフラクションコレクタ

全てのフラクションコレクタに独自のディレイセンサーを標準搭載。
正確なディレイボリュームを自動測定し、高純度 /高回収率フラク
ションコレクションを実現します。

予め採取しておいたクロマトデータからグラフィカルにフラ
クションパラメータ設定が行えるフラクションレビュー画面。
誰でも簡単に最適な分取条件を見つけることができます。

Agilent InfinityLab LC 分取精製システム

〈価格〉 
分析スケール UVベース
分取精製システム 725万円～
（VWD、OpenLab CDS（PC含む））
分取スケール UVベース
分取精製システム1,030万円～
（バルブベース、VWD、OpenLab CDS（PC含む））

Agilent 7100シリーズ キャピラリー電気泳動システム
キャピラリー電気泳動（CE）は液体クロマトグラフィーでの分離が困難な生体分子、低分
子量の塩基性 /酸性薬剤、イオンといった帯電物質の分析において、優れた効率と高い
分離能による高速分離を実現します。アジレントのすべての質量分析計と組み合わせて
使用できるため、ワンベンダーソリューションならではの信頼性が結集した Agilent 7100
は、最高レベルの CEおよび CE/MSシステムを提供します。

〈システム構成〉
SFCコントロールモジュール、SFCポンプ、SFCマルチサンプラ、
マルチカラムサーモスタット、DAD、ソフトウェア

〈価格〉 1,750万円～

Agilent 1260 Infinity III Analytical SFCシステム
1台で、SFCとしてもHPLCとしても利用可能なハイブリッド型の SFCシステム。検出
器にMSDを選択することもできます。
独自の FEED注入テクノロジーを採用した1260 Infinity III SFCマルチサンプラにより、
サンプルを 0.1 ～ 90 μ Lの範囲で可変注入可能です。
また、バルブを組み合わせて最大 12溶媒、32カラムまでの組み合わせを、完全自動ス
クリーニングが行える全自動メソッド開発システムの構築も可能です。

液体クロマトグラフ LC

注） Agilent 7100シリーズ単体は、現在、大塚電子（株）より販売しております。

https://www.otsukael.jp/
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液体クロマトグラフ・質量分析計

〈主な共通仕様〉
イオン化法 : エレクトロスプレー（ESI）
大気圧化学イオン化（APCI）※
マルチモードイオンソース（MMI: ESI + APCI）※
アナライザマスフィルタ : 四重極
ポジティブ・ネガティブ極性切換

※ APCI, MMIはオプション

Agilent シングル四重極 LC/MS
InfinityLab Pro iQ

InfinityLab Pro iQは、次世代の小型 LC用質量検出器です。使いやすさを重視
した高度なインテリジェンス機能と新技術を搭載し、さまざまな LC分析のニー
ズに応えます。UV検出器のような使いやすさで高分子から低分子まで幅広い化
合物の分子量を測定可能です。
Agilent Infinity III LCとの組み合わせやAgilent OpenLab CDSとの統合により、
ラボの生産性を向上させます。

InfinityLab Pro iQ シリーズの特徴

生産性向上 : 機器インテリジェンスとワークフロー支援により、日々の分析作業
を効率化。

優れた性能 : 高感度、堅牢性、広い質量範囲で最大限の分析結果を取得。

シームレスな統合 : Infinity III LC システムと OpenLab CDS の連携により、分析
作業をスムーズに実施。

選べる 2つのラインアップ : 
●  Pro iQ Plus : 広い質量範囲 (～ m/z 3,000) と高感度イオン源（AJS) 
●  Pro iQ : ルーチン分析用（m/z 1,600、ESI）

先進技術 : サイクロンイオンガイドと双曲面形四重極でコンパクトながら高性能。

リアルタイムモニタリング : InfinityLab Assist によるタッチスクリーンと内蔵診断
機能で機器の状態を把握。

データ管理 : OpenLab CDS でデータ取り込み、処理、レポート作成を一元管理、
データインテグリティとコンプライアンス対応。

革新的なイオントランスミッション

アジレントの先進的なイオントランスミッション技術により、新たなレベルの性能
を実現します。革新的なサイクロンイオンガイドと双極面四重極により、分析対
象物を確実に検出器に移送します。この最先端技術により、高速スキャンと高質
量のイオンの効率的な透過をもたらし、幅広い質量範囲にわたり卓越した安定性
とピーク形状を実現します。

機器インテリジェンス

装置のインテリジェンス機能で日常の装置管理が行えます。新しい InfinityLab 
Assistは対話型のタッチスクリーンで、装置の準備状況をリアルタイムで把握で
きます。内蔵された診断機能により、機器の状態をリアルタイムでモニタリングお
よび評価でき、オペレータは画面の指示通りに作業を進めて、測定を続けること
ができます。

〈価格〉 
2,500万円～（Pro iQ Plus）
1,700万円～（Pro iQ）

LC/MS
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液体クロマトグラフ・質量分析計

LC/MS/MSの常識を超えた小型化により実現した Ultivo（アルティーボ）
LC/TQ。LCのポンプなどのモジュールを積み重ねることができ、限られ
たスペースで、高感度MRM測定を行える、全く新しい設計の LC/TQシ
ステムです。

● スタンダード ESIと高感度 ESI仕様の Ultivoをラインアップ。ご予算と
必要なパフォーマンスに応じて、仕様を選択可能。
● 新設計 VacShieldにより、イオンインジェクタのメンテナンス時に大気
開放が不要となり、ダウンタイムを大幅削減。

● 従来のアジレント 6420、6430、6460のMRM条件やメソッドの移行
がスムーズに行えるツールを装備。

● 装置の状態をリアルタイムでモニターし、オペレータに通知するEMF
（Early Maintenance Feedback）を活用することで、予定外のダウンタ
イムを大幅削減し、稼働率を向上。

Ultivo トリプル四重極 LC/MS

〈価格〉 Ultivo（AJS仕様） 5,600万円～
 Ultivo（ESI仕様） 4,900万円～
 （いずれも LC、データ解析用 PC込み）

トリプル四重極 LC/MS（LC/TQ）は食品、医薬品、環境分析などの微量
のターゲット化合物の高感度分析で広く用いられています。 アジレントで
は高感度分析のニーズとお客様のご予算に応じて、幅広いラインアップの 
LC/TQ を取り揃えています。

6495 : 最高感度性能をもたらす iFunnel 搭載。
  超高感度分析のアプリケーションニーズに対応
6475 : 多くのアプリケーションの要求レべルに十分対応できる
  高感度性能と高い堅牢性

●イオンインジェクタ交換の時間を大幅に削減できるVacShieldを搭載。
メンテナンス時間を従来の 6時間から 30分程度に短縮可能。
●高感度性能をもたらすAgilent Jet Streamイオンソースはサーマルグ
ラジェントフォーカシング技術により、効率的に脱溶媒を行い、感度を
従来の ESI 法に比べて感度を大幅に向上。
●直交型ネブライザと高い乾燥効率により、一般的な流量では、スプリッ
ト不要で、イオン光学系の汚染低減、 バックグラウンドの低減を行う堅
牢で信頼性の高い装置設計
●さまざまなアプリケーションに対応した、充実したイオンソースのライン
アップ
●質量分析計のパフォーマンスを引き出すキャリブレーション作業はオー
トチューニングで簡単に実行可能。その他にも、パラメータ入力不要の
積分機能、メソッド エディタ、曲線近似機能、バッチレビュー、外れ
値フラグや、カスタマイズ可能なレポート機能などによって多くのター
ゲット化合物をバッチ処理で効率よく定量するワークフローに対応。

Agilent 6400 シリーズ トリプル四重極 LC/MS (LC/TQ)

〈共通仕様〉
使用可能なイオンソース :  
エレクトロスプレー（ESI）、アジレントジェットストリーム（AJS）、
大気圧化学イオン化（APCI）、マルチモードソース（ESI/APCI）
質量範囲 : m/z 5 ～ 3000（6475, 6495B）
ポジティブ・ネガティブ極性切換
ダイナミック MRM
簡単にMSのパフォーマンスを最適化できるオートチューニング

〈価格（MSのみ）〉 7,600万円～（6495）
 5,800万円～（6475）
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Rapidfire400システムAgilent 6230B LC/TOF
Agilent LC/TOF システムは、高分解能、堅牢性、容易な操作性を備え
たTOF システムです。
さまざまなイオンソースが選択可能で、 多彩なアプリケーションに対応し
ます。

●優れた感度、分解能、精密質量測定
●広いダイナミックレンジ
●リファレンススタンダード送液システム
●高速スキャン
●さまざまなイオン化法の選択

RapidFire400 は質量分析装置へ超高速でサンプルを連続インジェク
ションが可能な前処理システムです。1サンプルのインジェクション時間は 
5-10秒で、サンプルはマイクロプレート上から全自動で固相抽出（SPE）
などの簡単な前処理を行い、ダイレクトに質量分析装置に導入します。
1536ウェルプレートにも対応します。 
酵素アッセイのラベルフリー分析等、多検体のハイスループット分析で活
躍します。
4℃にサンプルラックが冷却可能な冷却オプション。
アジレントの LC/MS と完全にインテグレートしたシステムで、世界最高感
度の 6400シリーズトリプル四重極や高感度精密質量分析装置 6500 シ
リーズと組み合わせることが可能です。

〈価格〉 5,200万円～

〈仕様〉
標準イオンソース : デュアル AJS（アジレントジェット
ストリーム）イオンソース
オプションイオンソース :デュアル ESI、
大気圧化学イオン化（APCI）
マルチモード（ESI/APCI）、Nanodapter、
CE-MS用アダプターなど

〈価格（MSのみ）〉 4,000万円～

〈価格（MSのみ）〉 9, 800万円～（Revident）
 8,400 万円～（6546）
 6,500 万円～（6530） 
 8,000 万円～（6545XT） 

Agilent 6500シリーズ LC/Q-TOFシステム
プロテオミクス、メタボロミクス研究向けのタンパク質、ペプチド、代謝
物解析や新規医薬品の探索における精密質量をベースにした構造解析と
代謝物解析、食品、環境向けの未知物質の探索に威力を発揮する究極の 
Q-TOF システムです。
ご予算とアプリケーションの要求レベルに対応するパフォーマンスによっ
て以下の 4システムを取り揃えております。

Revident :  ターゲット物質および未知の物質の同定に優れた性能を発揮。
6546 :  最新の 10GHz取り込み技術を搭載し、分解能とスペクトル内

ダイナミックレンジを向上。
6530 :  限られたご予算で LC/Q-TOF 測定が行えるエントリーモデル。
6545XT :  バイオ医薬品の解析に特化した LC/Q-TOF。ExDセルによる

ECDでプロテインやペプチドの特性解析を強化。

● 質量分析計のパフォーマンスを引き出すMSのキャリブレーションを、
AI（人工知能）を活用したオートチューンにて実行。

● ヘキサポールコリジョンセルはクロストーク、メモリ効果がない設計
● アナログデジタルコンバータ（ADC）の採用で 5桁以上のスペクトルダ
イナミックレンジ
● 高速なエレクトロニクスにより3-5倍速いデータディペンデントMS/

MS

● アプリケーションにあわせた最適なイオンソースを選択可能
　ESI, マルチモード -ESI/APCI ソース、Nanodapterなど
●  50スペクトル / 秒の高速スキャン
●  1 ppm 以内の質量正確さにより精密質量を
　ルーチンで実現
●ポジティブ・ネガティブ極性切り換え

LC/MS
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●  MQに対応した設計の708-DS
のTru Align（トゥルーアライン）
ベッセルは特殊加工により容易
にベッセルセンタリングが可能
です。通常の 1 L以外に 100 
mLから2 Lまでのサイズに対
応しています。

● 紫外可視分光光度計（Cary 60）
のフローセルまたはファイバーオ
プィックアクセサリとの接続によ
りUV-Visのオンライン分析が可能です。
● 放出試験に対応したパドルオーバーディスク、シリンダー各種アクセサ
リもあります。

アジレントのメカニカルクオリフィケーションシステムはお客様自身で溶出
試験法のあらゆる物理的パラメーターを定量的に計測でき、各局法の規
定に従って、迅速・正確な測定ができるように設計
されています。また、「溶出試験器の機械的校正」
（日本薬局方に参考情報として
掲載）に対応しています。

280-DS MQS導入による効果
●MQ作業の時間短縮
　2時間⇒ 30分（6ベッセル）
●簡単操作で構成間隔短縮化⇒結果から問題点特定が可能
●機器履歴調査可能
●標準品・標準錠剤不要
●他社製溶出試験器でも使用可能（一部制限あり）

溶出試験キャリブレーションツール
280-DSメカニカルクオリフィケーションシステム（MQS）

〈主な測定項目〉
ベッセル垂直性、シャフト垂直性、シャフト偏心、バスケット偏心、シャフト回転スピード、
溶液温度、振動、ベッセル内径、パドル /バスケット高さ、シャフトセンタリング

〈価格〉 お問い合わせください

850-DSサンプリングステーション
850-DS 溶出試験サンプリングステー
ションは、サンプルの移送、ろ過、補集
といったラボのワークフローを一元化す
る最新の機能を提供します。850-DS は、
その後の HPLC または UV 分析のための
自動溶出試験サンプリングを行います。

主な特徴
●可変ピストンシリンジポンプの採用でタイムポイント間隔を短縮
●アジレント社のHPLCオートサンプラに直接セットできるバイアルトレイ
への直接サンプリング機能や、試験管などの多彩なトレイオプション
●複数の種類のフィルターで、サンプリング後のフィルターろ過や補液も
可能
●日本語ディスプレイからの簡単タッチパネル操作

〈価格〉 350万円～

アジレントは、製剤試験に必須な溶出試験器、サンプリング装置、分光
光度計、データ処理システムまでのすべてを自社製品で提供できる世界
で唯一の総合サプライヤーです。
溶出試験器システムは当然のこととして、JP、USP、EPなど世界の主要
な薬局方をはじめ各種の法規制に準拠しています。
Dissolution workstation softwareは電子署名、アクセス制御、監査証
跡により21CFR Part11への準拠が保証されています。ソフトウェアはユー
ザーのアクセス権を管理し、高度なセキュリティでデータの安全性を確保
します。 

708-DS

〈仕様〉
外形寸法 : 67.31（W）× 67.95（H）× 76.2（D）cm
質量 : 54.4 kg

〈価格〉 お問い合わせください

溶出試験器 Dissolution Testing

ナノ粒子用 NanoDis システム

OpenLab CDS用
溶出試験ワークフローマネージャ

NanoDisシステムにより、ナノ粒子と試験液を正確に分離し、ナノ製剤の
一貫した信頼性の高い溶出試験結果を得ることが可能です。
現在、新薬候補物質の多くが難溶性化合物であり、これらの化合物の溶
解度を改善することは重要です。ナノ粒子開発において、化合物の選択
を容易にするには効率的な溶出試験法が必要です。現行の溶出試験シス
テムでは試験液からナノ粒子のろ過が不充分であるため、試験結果にバ
ラツキが生じ信頼性の低い結果となってしまいます。

〈価格〉 お問い合わせください

※アジレント社の溶出試験機関連製品は㈱樋口商会より販売しております。

https://www.higuchi-inc.co.jp/
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自動分注 / プレートハンドリングソリューション Automation Solution

コンパクトで柔軟性に優れたマイクロプレート自動化システム
Agilent Bravo 自動分注装置は、コンパクト・高機能・高性能な自動分注装置です。
非常に高性能な汎用自動分注装置でありながら、次世代シーケンサや、バイオ医薬品、
プロテオミクスサンプルの前処理（酵素消化、各種精製）等のパッケージも備えています。

さらに、自動でマイクロプレートを供給・格納する
Agilent BenchCel Microplate Handlerをはじめとする周辺機器を
組み合わせることで、自由にシステムを構築・拡張することができます。
システムを制御するVWorksソフトウェアは、
組み込まれたすべての機器を一つのシステムとして制御することができます。

● コンパクトな自動分注機
● さまざまなアプリケーションに対応する
　3種類のディスポチップヘッドと1種類の
　AssayMAPカートリッジ専用ヘッドは
　簡単に交換が可能
●  0.3 ～ 250 μL の範囲で
　CV が 5 % 以下の高精度分注
● 加熱、冷却、吸引、震盪等の
　さまざまな機能を持つデッキオプション
● 〈New〉   On Deck Thermal Cyclerによる
　PCR自動化

〈価格〉 1,241万円～

Agilent Bravo Automation
Liquid Handling Platform

● ロボット対応自動マイクロプレートシーラー
●  1 枚あたり約 8 秒の高速シーリング
●  6種類のシールから選択可能
● 立ち上げから約 2.5分で設定温度に到達
● タッチスクリーンを搭載し、
　スタンドアロンでの使用も可能
●  ANSI 規格対応

〈価格〉 442万円～

Agilent PlateLoc Thermal 
Microplate Sealer

●コンパクト設計の高速ロボット
● 2、4 または 6 本のスタッカーを装着可能
●各スタッカーは使用用途や設置環境に対応
　可能な 4種類の形状を用意
●スタッカーから機器への移動が約 8 秒の
　高速移動
●機器の両端に周辺機器を自由に接続可能
●一台につき最大で 4 つのデバイスとの
　接続が可能

〈価格〉 お問い合わせください

Agilent BenchCel Microplate Handler
● 自動分注装置 “Bravo” と、
　マイクロカラム型カートリッジ
　を組み合わせた
　AssayMAP 自動化ソリューション
● タンパクなどのクロマト精製や酵素消化
が簡単・高精度・高い再現性で自動で行
えます
● バリデーション済みのプログラムが付属
● 〈New〉EVOTIP Loadingプロトコル搭載

〈価格〉 2,051万円～

Agilent AssayMAP

● ラベルあたり3 秒未満の
　高速バーコード印刷と貼付
● プレートの 4 面に印刷・貼付可能
●  2D 含むさまざまな規格の
　バーコードに対応
●  DMSO やアセトンなどの薬剤に耐性
● オプションでバーコードリーダーの
　接続が可能

〈価格〉 555万円～

● ロボット対応マイクロプレート用遠心機
●  7.5 秒で 3000 rpm に到達するマイクロプ
レート用高速遠心機

● 気泡除去、液面調整、遠沈等に最適
● インテグレーションに適したコンパクト設計
● 複数のユニットを重ねて配置可能
● バケットに直接アクセスできない
　ロボット用にプレートローダー
　オプションあり

〈価格〉 661万円～

Agilent Microplate Barcode Labeler Agilent Microplate Centrifuge

カートリッジラインナップ
● Protein A / G
● Streptavidin
● 逆相（ C18 / RP-S）
● SCX
● TiO2

● Fe（III）-NTA
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〈仕様〉
注入口 : スプリット／スプリットレス注入口、
 マルチモード注入口
検出器 : FID、TCD、NPD、μ ECD、
 FPD、SCD、NCD、MSD

〈価格〉 
EPC付スプリット /スプリットレス
注入口・EPC付 FID
430万円～

ガスクロマトグラフ

8890 GCは、アジレントの最新 Flagshipのモデルで、GCインテリジェン
ス機能と第 6世代 EPCを搭載したスマートGCです。ヘリウムガスの消
費削減機能や代替キャリアガスにも対応しており、GC、GC/MS分析に
おけるラボの効率化を実現します。

GCインテリジェント機能を搭載したシングルチャネルの 8850 GCは、
横幅 28.3 cmのコンパクトサイズで貴重なラボスペースを犠牲にすること
なく、8890 GCと同等の結果が得られる高性能ベンチトップ GCです。
標準的な GC と比較して消費電力が最大 45 %少なく、持続可能性の目
標の達成や運用コストの削減が可能です。

世界の GCユーザーの発した要望に応える �夢をかなえる�革新的なガス
クロマトグラフです。革新的な機能を搭載し、従来にない使い勝手の良さ、
また生産性の向上を実現します。

● フェラルフリーのクイック接続によりリークのない接続を実現
●  ガードチップは、下流のコンポーネントを汚染物質から保護
● ダイレクトヒーティングと独自の平らなカラム設計により、従来のエア
バス式 GCのわずか半分の設置スペース。半分以下の消費電力で優れ
た加熱性能を実現

● カラムや流路コンポーネントのスマート IDキーが、構成やカラムの使
用履歴などの情報を提供。

8860 GCは、信頼性と堅牢性に優れた、ルーチン分析に最適なインテリ
ジェントGCです。最大 2個の注入口、3個のバルブ、1台の四重極質
量分析装置（MSD）を含む 3台の検出器での構成が可能で、ルーチンガ
スクロマトグラフィーの幅広いアプリケーション分野に対応できます。
GCインテリジェンス機能、直観的なタッチスクリーンインタフェースの他、
DA Expressやエレクトロニックニューマティクスレギュレーション（EPR）
などのコスト効率に優れたオプションにより、ルーチン GC分析にかつて
ないレベルの性能、信頼性、コスト効率を実現します。

“ガスクロマトグラフィーの進化は、常にアジレントから”

優れた性能を備えたコンパクトな GC

インテリジェント/直感的/革新的。それが Intuvo 9000 GC。

ルーチン分析に最適なスマートコネクテッドGC

〈仕様〉
注入口 :  スプリット／スプリットレス（S/SL）、パージ付パックド、
 温度プログラム付オンカラム、マルチモードインレット（MMI）他
検出器 : FID、NPD、 μ ECD、TCD、FPD、デュアル FPD、SCD、NCD、
 PDHID、MSD（質量検出器）、LUMA
GC検出器搭載数 : 最大 4検出器

予定外のダウンタイムを削減 : 自己診断機能
いつでもどこでもつながる : ブラウザインタフェース
誰もがエキスパート : オンボードヘルプと情報

〈仕様〉
注入口 :  スプリット /スプリットレス注入口
 パックド注入口、オンカラム注入口
 マルチモードインレット（MMI）
検出器 : FID、TCD、MSD（質量検出器）

〈仕様〉
注入口 :  スプリット／スプリットレス注入口、パックド注入口
検出器 : FID、TCD、NPD、μ ECD、FPD、SCD、NCD、MSD（シングル四重極）

〈価格〉  EPC付スプリット /スプリットレス注入口・EPC付 FID
 410万円～

〈価格〉  
EPC付スプリット /スプリットレス
注入口・EPC付 FID
340万円～

〈価格〉  EPC付スプリット /スプリットレス注入口・EPC付 FID
 290万円～

Agilent 8890 GCシステム
ガスクロマトグラフ

Agilent 8850 GCシステム
ガスクロマトグラフ

Agilent Intuvo 9000 GCシステム
ガスクロマトグラフ

Agilent 8860 GCシステム
ガスクロマトグラフ
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真空紫外検出器（LUMA）

AgilentマイクロGCは、どこにでも持ち
運び可能な小型のガス分析用 GCです。
ラボ品質に匹敵する分析を現場にて高速
に行えます。

デュアルプラズマ化学発光検出器
（8355 SCD, 8255 NCD）

Agilent 990 GC（マイクロGC）

化学発光硫黄検出器（Agilent 8355 SCD）および化学発光窒素検出器
（Agilent 8255 NCD）は、硫黄および窒素含有化合物に対して最も高い
感度と優れた選択性を有する検出器です。
アジレント独自のデュアルプラズマ技術の採用により、さらなる性能向上
がはかれ、メンテナンスも容易にできるように設計されています。
GC一体型または、スタンドアロンモデルも選択可能です。

〈価格〉
550 万円～（8355 SCD）
580万円～（8255 NCD）

GC

アジレントの GC、GC/MSをベースにした、環境、ガス不純物、法医学、
医薬品、油中溶存ガス、エネルギー、化学アプリケーションなど、多様
なアプリケーションに対応したアナライザやカスタムGCとして提供して
おります。

8890、8860、8850および 7890 GCに搭載可
能な、オプションのヘリウム使用を低減するモ
ジュールは、測定時にはヘリウムをキャリアガス
として供給し、アイドル時間中はキャリアガスを
自動的に窒素に切り替えます。
注入口のガスセーバを組み合わせることで、ヘリ
ウムガスの使用量を大幅に低減できます。

分析目的に応じたカスタムGC

ヘリウムキャリアガスの使用量を減らして、コストを削減

パルス放電ヘリウムイオン化検出器（PDHID）

GCアナライザ /カスタムGC

ヘリウム切替スイッチ

サスティナブルな新指標 : ACTラベル

パルス放電によりヘリウムを励起し、基底
状態に戻る際に発生した光量子で分析対
象分子のイオン化を行い、得られたイオ
ン電流を検出する光イオン化方式の検出
器。ネオンを除くほとんどの成分を ppb
～数 ppmレベルで高感度検出できます。

LUMAマルチチャネル真空紫外（VUV）GC検
出器は、電磁スペクトルの真空紫外領域で検出
される短波の高エネルギー光を利用し検出しま
す。一般的なキャリアガスを除くすべての化合
物はこの領域で吸収されるため、VUV GC検出
器には汎用性があります。微量濃度のアプリ
ケーションに必要な感度、および幅広い化合物
の分析に適した柔軟性と操作の簡便性を備えて
います。
8890 GCおよび 7890 GCの本体上部に搭載
でき、GC システムとの統合が容易です。

My Green Labとのパートナーシップを通して、ACTラベル （Acountability＝
説明責任、Consistency＝整合性、Transparency＝透明性）の独立した
認証を受けています。
ACTラベルは、製品とそのパッケージの製造、使用、廃棄による環境へ
の影響に関する情報を提供し、購入者が情報に基づいて持続可能な選
択をできるようにするものです。

My Green Labは、科学における持続可能性のグローバルカルチャーの
構築に取り組む非営利組織です。

お問い合わせ先 : ジーエルサイエンス（株）

https://www.gls.co.jp/
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Agilent 7000E トリプル四重極 GC/
MS （GC/TQ） は、信頼性の高い性
能と堅牢性により、ルーチン分析で
確実な結果を出し続けるGC/TQで、
食品中の農薬や環境サンプル中の 
SVOC などの多くの GC/MSのター
ゲット分析に対応します。
MSのエレクトロニクスの進化により
新たに搭載された SWARM オート
チューンは従来の半分の時間で GC/
TQの最適化を行うことが可能で、進化した診断ツールは装置のダウンタ
イムを大幅に低減し、サンプルスループットを向上させます。

●  水素キャリアガスで最適な性能をもたらす HydroInertイオン源搭載可
能（オプション）

●  JetClean セルフクリーニングイオン源搭載可能（オプション）
●  SIM、スキャン、MRMモードのメソッド作成・最適化や、Agilent 5975、

5977 GC/MSDからのメソッド移管を容易にする MassHunterOptimizer 
● 日本の食品中残留農薬分析に対応した、ターゲット化合物の測定条件
を容易に設定できる Intelligent MRM機能
● スクリーニング分析で化合物の確認が行えるトリガー MRMモード
●  高感度分析とスキャンデータが得られるダイナミック MRM/スキャン
（dMRM/スキャン）同時測定モード

ガスクロマトグラフ・質量分析装置

Agilent 5977C シリーズGC/MSD

〈仕様〉
質量範囲 : 0.6 ～ 1,091 u
スキャンスピード : 20,000 u/ 秒
マス軸安定性 : 0.1 u 以内 /48 時間
感度 : EI SIM機器検出下限 オクタフルオロナフタレン 10fg以下（ターボポンプ使用時）
外形寸法（MS部） : 30（W）×41（H）×54（D）cm
質量 : （MS部） 40.9 kg（ターボポンプ仕様）
電源（MS部） : 200 V　50/60 Hz 単相

〈システム価格〉 
1,350万円～（ディフュージョンポンプ仕様 GC およびMassHunterを含む）

Agilent 5977C シングル四重極 
GC/MS （GC/MSD） は世界中で多
くの実績のあるHP/Agilentの GC/
MSDの最新モデルです。
200℃まで加熱可能な石英一体型
金メッキ四重極、MSのメンテナン
ス頻度を削減する JetCleanセルフ
クリーニングイオン源に加えて、水
素キャリアガス GC/MS で最適な
パフォーマンスをもたらす新しい 
HydroInert イオン源も搭載可能となりました。さらなる機器の稼働率向
上とダウンタイムの削減をもたらす進化を続けております。
リモートモニタリングや電子メールによる機器状態の通知などのシステム
インテリジェンス機能は、オペレータの作業効率を向上させることが可能
です。

● 水素キャリアガスで最適な性能をもたらすHydroInertイオン源搭載可能
（オプション）
●   JetClean セルフクリーニングイオン源搭載可能（オプション）
●   GC と MSDの双方向コミュニケーション（省電力化、機器の保護）
●  Capillary Flow Technologyによる MSD と GC 検出器の同時検出、バッ
クフラッシュなどの多彩な追加機能

● インテリジェンス機能が搭載された Agilent 8890、8860、Intuvo 
9000、8850 GC は、一体型のタッチスクリーンとブラウザインタフェー
スにより装置のスマート診断やモニタリング、簡単な操作が可能。
● 購入時に製造者の情報に基づいて購入者が持続可能な製品の選択が
簡単に行えるようにする ACT ラベル（Accountability = 説明責任、
Consistency = 整合性、Transparency = 透明性）取得。装置導入時の
グリーン調達を促進。

●   MassWorksソフトウェア（オプション）による化合物定性能力向上

アジレント独自の特許技術である JetClean はイオン源洗浄のダウンタイ
ムを分析時間に変え、より多くの分析を行うことが可能な画期的な GC/
MSのアクセサリです。
高精度に制御されたクリーニングガ
スによって、MS の真空を
落とさずに、安定してデータを採取
し続けることが可能です。

● オフラインとオンラインのクリーニ
ングモードが選択可能
● 装置に組み込まれたモジュールで高精度なガス制御
● ソフトウェア上から簡単に行えるクリーニング設定
● 適用可能モデルの詳細は弊社担当営業までご相談ください

Agilent 7000E トリプル四重極 GC/MS

〈仕様〉
質量範囲 : 10 ～ 1,050 u
マスフィルタ : 金電極仕様一体型四重極
MRMスピード（トランジション / 秒） : 800/ 秒
最小MRMドウェルタイム：0.5 m 秒
感度 : EI:MRM IDL 4 fg（10 fg OFN）
外形寸法（MS 部）: 35（W）×47（H）× 86（D）cm
質量 : 59 kg
電源 : 200 V　50/60 Hz 単相

〈システム価格〉 
3,600万円～（GCおよびMassHunterを含む）

JetClean セルフクリーニングイオン源

水素はその特性から、クロマトグ
ラフィーの速度向上や低温でも優
れたクロマトグラフィー分離が可
能なガスです。また低コストで再生
可能であるため、優れたパフォーマ
ンスだけでなくコストの面からも 
GC/MSのキャリアガスとしてヘリウ
ムの代替として最適です。
新製品 HydroInert イオン源は、
GC/MSのキャリアガスに水素を用
いた際に最適なパフォーマンスを発揮されるように設計されています。

●  質量スペクトルの改善により、ライブラリ検索スコアの向上、SIM・
MRM測定条件の変更の必要性を削減

● クロマトグラフピークの改善による機器検出限界の向上
● イオン源メンテナンスの負担を軽減

HydroInert イオン源
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Agilent 7010D トリプル四重極 GC/
MS （GC/TQ） は、超高感度イオン源
（HES 2.0）を搭載した最高感度の

GC/TQです。アトグラムレベルの低
い検出下限を実現し、ダイオキシン
や PCB分析など、最高感度を必要
とするアプリケーションに最適です。

● 超高感度イオン源（HES 2.0）を
搭載し最高感度を実現

● JetClean セルフクリーニングイオン源搭載可能（オプション）
●   SIM、スキャン、MRMモードのメソッド作成・最適化や、Agilent 

5975, 5977 GC/MSDからのメソッド移管を容易にするMass Hunter 
Optimizer 

● 日本の食品中残留農薬分析に対応した、ターゲット化合物の測定条件
を容易に設定できる Intelligent MRM機能
● スクリーニング分析で化合物の確認が行えるトリガー MRMモード
● 高感度分析とスキャンデータが得られるダイナミック MRM/スキャン
（dMRM/スキャン）同時測定モード

GC/MS

Agilent 7010D トリプル四重極 GC/MS

〈仕様〉
質量範囲 : 10 ～ 1,050 u
マスフィルタ : 金電極仕様一体型四重極
MRMスピード（トランジション /秒） : 800/秒
最小MRMドウェルタイム : 0.5 m 秒
感度 : EI:MRM IDL 0.3 fg 以下（1 fg OFN）
外形寸法（MS 部） : 35（W）×47（H）× 86（D）cm
質量 : 60 kg
電源 : 200 V　50/60 Hz 単相

〈システム価格〉 
4,300万円～（GCおよびMassHunterを含む）

RTL MS ライブラリ

Agilent 7250 GC/Q-TOFは、Agilent 
GC のクロマトグラフィー分離能と
7000 シリーズトリプル四重極 GC/
MS の高感度と選択性、さらに LC/
Q-TOF で培われた高分解能スペクト
ル性能をベースに設計された GC/
Q-TOF システムです。

●  低いイオン化エネルギーでも高感
度で分子関連イオンを生成する高
感度低エネルギーEIイオン源

●  一体成型四重極マスフィルタ（200 
℃まで加熱可能）

●  高効率コリジョンセル
● 高速のデータサンプリング
●   ADC を用いたダイナミックレンジの広い検出
● 独自の INVAR フライトチューブを用いた安定した質量精度
● マススペクトルの質や感度を向上させる SureMass シグナル処理

Agilent 7250 GC/Q-TOF

〈仕様〉
質量範囲 : 10 ～ 1,050 u
マスフィルタ : 金電極仕様一体型四重極
MRMスピード（トランジション / 秒） : 800/ 秒
最小MRMドウェルタイム : 0.5 m 秒
感度 : EI:MRM IDL 4 fg（ 10 fg OFN）
外形寸法（MS 部）: 35（W）×47（H）× 86（D）cm
質量 : 59 kg
電源 : 200 V　50/60 Hz 単相

〈システム価格〉 
7,300万円～（GC およびMassHunterを含む）

ヘリウム使用量の削減ソリューション
ヘリウム（He）ガスは、世界的な需給の逼
迫により、価格の高騰、不安定な供給が
続いてます。 アジレントは、GCのキャリア
ガス制御に、業界に先駆けて電子制御
（EPC）を導入し、キャリアガスの消費を軽
減するさまざまな機能を長年にわたってご
紹介・提供しています。
これらの機能を組み合わせることで、GC, 
GC/MSのHe使用量を削減することが可
能です。

●  ガスセーバー - すでに多くのユーザー様にご利用いただいていますが、
特にスプリット分析で、注入後にスプリットベント流量を減らすことで、
Heガスの消費量を削減します。 
●  ヘリウム切替スイッチ - 測定時には、ヘリウムガスを使用し、スタンバ
イ時には自動で窒素ガスに切替えてHeガスの消費量を削減します。
●  スリープ／ウェイクモードと組み合わせることにより、測定終了後に自動
で窒素に切替、また測定前にヘリウムガスに切替ができ、効率的にHe
ガスの消費量を抑えることが可能です。 （最新の 8890 GC、8860 GC、
8850 GCおよび 7890 GC に搭載可能）
●  キャピラリ・フロー・テクノロジー （CFT） のバックフラッシュ機能 –分析
時間を大幅に短縮することができHeガスの消費を削減します。 
●  高速高分離カラム -   分離能の高い細いカラム（内径 0.18 mm） と高速
分析を可能にする短いカラム長を組み合わることで、分離を損なわず
に分析時間を短縮し、キャリアガスの消費を削減します。

アジレントの RTL（リテンションタイ
ムロッキング）MSライブラリは、リ
テンションインデックスだけでなく、
リテンションタイムが化合物の定性
情報として登録されており、高いリテ
ンションタイムの再現性を備えるア
ジレントGCで測定することで容易
なデータ解析が行えます。以下の幅
広い GC/MSのアプリケーションを
カバーしています。

● 農薬（農薬、環境ホルモン、環境汚染物質、異臭物質等）
● 異臭物質
● 日本のポジティブリスト制農薬（食品中の残留農薬）
● 室内環境
● ハザードケミカル
● 法医学
●  Fiehn メタボロミクス
● 環境半揮発性物質　他
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試料導入装置

高速注入（0.1秒）によりサンプルディスクリミネーションを最小にし、優れた
注入再現性を実現するGC用オートサンプラです。デュアル注入も可能です。
サンプルトレイに搭載された自動前処理機能（希釈、内部標準物質添加、
溶媒抽出、誘導体化など）により、時間とリソースの省力化がはかれます。

〈仕様〉
最大サンプル数 : 3または 16 : インジェクタータワーのみの場合
 150 : サンプルトレイ使用時
シリンジサイズ : 5、10、25、50、100 µL（標準） 250、500 µL（オプション）

Agilent 7693A/7650A
オートサンプラ

〈価格〉 110万円～ オートインジェクタ（3または 16サンプル）
 240万円～ オートサンプラ（150サンプルトレイ付）
 200万円～ 7650オートサンプラ（50サンプル）

ガスサンプリング
バルブ 

液体オート
サンプラ ヘッドスペース パージアンド

トラップ 加熱脱着 熱分解
（パイロライザ） 

試料形態 気体 液体 液体、固体 液体 気体、液体、固体 固体、液体 

主な測定対象 ガス
（無機ガスなど） 

揮発性化合物、
半揮発性化合物 

揮発性化合物
（VOC、残留溶媒
など） 

高揮発性化合物 
（VOCなど） 半揮発性化合物 

揮発性化合物（添
加材など）、ポリマー
成分 

主な対象アプリ
ケーション 

石油化学、
化学、環境 全業種 環境、食品、化学、

石油化学、製薬 環境（水分析） 環境、食品、化学、
半導体、 

化学、高分子
（ポリマー） 

製品群 GCメインフレームの
オプション 

7693A、7650A
Agilent PAL3
GERSTEL MPS robotic

7697A、8697
Agilent PAL3
GERSTEL MPS robotic 

Tekmar Lumin Markes TD
GERSTEL  TDU 2

Frontier Lab
EGA/PY-3030D 

アジレントでは、さまざまなアプリケーションに対応するGC用前処理装置を提供しています。

注記）上記分類はあくまで目安です。ご不明な点は担当営業にお問い合わせください。

不活性化されたサンプル流路により、
キャリーオーバーを抑えられ、またルー
プ方式を採用したサンプリングにより、
精度よく注入できます。大気圧補正機
能を備えた電子ニューマティックコン
トロール（EPC）により、精度の良いガ
ス制御できます。
● 8697は、8890/8860/8850および

Intuvo 9000 GC のタッチスクリーンと
ブラウザインタフェースよりステータ
ス確認が可能。
●使いやすいヘッドスペースコントロー
ルソフトウェア
● 自動シャットダウンおよびウェイク
アップ機能やガスセーバー機能等に
よる省エネ設計

Agilent 7697A/8697
ヘッドスペースサンプラ

〈仕様〉
サンプル数 : 12検体（7697A）、 48検体（8697）、120 検体（8697XL）
バイアル : 10 mL、20 mL、22 mL バイアルに対応
設定温度範囲 : 室温＋5℃～ 300℃（8697 / 8697XL）
 室温＋5℃～ 210℃（12検体仕様 7697A）

〈価格〉 400万円～ （7697A、12検体）
 620万円～（8697、48検体）
 710万円～（8697XL、120検体）

サンプル前処理ワークベンチは、サンプル前処理プロセスの手順を
自動化します。これにより、お客様のラボの信頼性と生産性が飛躍
的に向上します。
2 mLのバイアルを使用しますので、溶媒や試薬の使用量を少なく
することができます。
スタンドアローン型ですので、弊社の装置に限らず、既存の GC、
GC/MS、LC、LC/MSなどに利用することが可能です。

主な前処理機能
●希釈、分割、再構成
●添加（試薬、標準試料など）
●加熱　●混合　●液液抽出
●バーコードの読み取り

〈価格〉 495万円～（PCバンドル）

Agilent 7696A
サンプル前処理ワークベンチ
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GC & GC/MS

サーマルセパレーション
プローブ（TSP）
TSPは、GCの S/SL注入口、またはMMI注
入口を用いる簡便なダイレクトプローブです。
固体や液体サンプルをTSPにセットし模擬
的な DI測定が行えます。

〈価格〉 130万円～

PAL3オートサンプラは、液体注入、ヘッドスペース、固相マイクロ抽出
（SPME）の 3つのサンプル注入が可能な多機能オートサンプラです。ニー
ズに合わせて 3 種類のモデル（LSI、RSI、RTC）から選択可能です。
Smartチップ搭載のシリンジなどに対応しています。
OpenLab CDS および MassHunter ソフトウェアに対応しています。

〈価格〉 420万円～（仕様による）

Agilent PAL3シリーズⅡ
多機能オートサンプラ

Markes社製の熱脱着装置は標準規格の
チューブを用いて、C2からC44までの分析
が可能です。また、サンプルの再捕集がで
きデータやメソッドのバリデーションが容易
となります。冷媒を使わずコールドトラップ
が可能で、オートサンプラにより100検体の
自動分析に対応できます。水素キャリアガス
対応のMulti-Gasシリーズもラインアップに
加わりました。

Markes TD
熱脱着装置

〈仕様〉
TD-100-xr : チューブおよびトラップ温度範囲 : 35℃～ 425℃
  トラッピング温度 : －30℃～ 50℃
  昇温速度 : ～100℃ /秒
〈システム価格〉TD-100-xr（電子フローコントロール付）

 1,200万円～

Frontier Lab EGA/PY-3030D
熱分解ソリューション（多機能パイロライザ）

熱分解ガスクロマトグラフィー法（Py-GC）
は、ポリマーキャラクタリゼーションにお
いて極めて強力な分析法です。
アジレントの GCや GC/MSとフロンティ
アラボ社の多機能パイロラザ（EGA/
PY-3030D）を組み合わせることで、信頼
性のある高分子試料の測定を行うことが
できます。
アジレントGC用の取付キットや分析時間
の短縮や、カラム・検出器の劣化、汚染
を低減がはかれるバックフラッシュが行え
るCFTデバイスが含まれています。

〈価格〉 615万円～

1台でさまざまなサンプル導入方法の自動
化を実現できます。ラボ分析で最も時間の
かかる前処理をオートメーションでハイス
ループット化でき、さらにミニチュア化する
ことで、サンプルや溶媒使用量も減らすこ
とができます。
GERSTELのTDU 2や Twisterも組み込
み、多検体の分析が可能となります。

GERSTEL MPS robotic smart series
多機能オートサンプラ

〈仕様〉
サンプル数（1トレイあたり）
2 mLバイアル 98検体、10、20 mLバイアル 32
検体
TDU 2によるTwister 98検体、ATEXオプション、
ALEXオプション

P&Tシステムは、水中の揮発性化合物（VOC）
などの高感度分析に用いられるGC, GC/MS
用の前処理装置です。
●効率化された水分除去システム
●不活性なサンプルライン
● オートサンプラ（AQUATek LVA）と組合せ
れば自動化も可能（84検体搭載可能）

〈価格〉 440万円～（Lumin）

Tekmar Purge and Trap システム
パージアンドトラップシステム

〈システム価格〉 880万円～　
 （MPS robotic - XL smartシリーズ液打ち専用）
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Agilent 7900 ICP-MS
ICP質量分析装置

Agilent 8900 トリプル四重極 ICP-MS
ICP質量分析装置

期待の先を行く、次世代 ICP-MS
革新的な技術を集結し、世界で最もパワフルに自動化を実現する次世代
の四重極 ICP-MSです。数十% TDSのマトリックス耐性、最大 11桁ま
でのダイナミックレンジ、効果的なヘリウムコリジョンモードによって、あ
らゆるアプリケーションに対応し、精度の高い分析を実現します。

●抜群のマトリックス耐性
　 従来、ICP-MSは溶解固形濃度（TDS）が 0.2 %以上のものは測定で
きないとされてきましたが、7900のロバストプラズマなら測定できます。
超高マトリックス導入（UHMI）オプションを追加することで、25 % TDS
でもルーチン分析も可能です。一般的な ICP-MSと比較しても、耐性
が 2桁高く、より耐性を求める分析に適しています。
●傑出したダイナミックレンジの広さ
　 最大 11桁のダイナミックレンジにより、サブ pptから%レベルまでの
濃度の測定を可能にします。微量成分と主成分を一度に測定できるた
め、前処理を個別に行う必要がなく、メソッド開発を簡略化できます。
●微量レベルの検出
　 画期的なインターフェース設計と、最適化された真空システムによって
イオン透過率が改善され、さらなる高感度を達成しました。バックグラ
ウンドを低減し、S/N比が劇的に向上したことで、超微量分析におけ
る低検出下限が実現されました。

〈システム価格〉 3,700万円～

アジレントは世界初のトリプル四重極 ICP-MSを発売以来、その革新的な
性能により、半導体、材料、研究機関など、非常に多くの分野で使用され
ています。その次世代モデルである Agilent 8900 トリプル四重極 ICP-MS 
（ICP-QQQ）は、ICP-MS の世界にさらなる変革をもたらす革新的な装置です。
世界のベストセラーであるアジレント ICP-MSの機能と MS/MS 特有のパ
ワーを兼ね備えた 8900 ICP-QQQ は、非常に困難なアプリケーションにも
対応できる画期的な分析装置です。
MS/MS 機能を備えた 8900 ICP-QQQ は、スペクトル干渉の除去により、
反応化学の真の潜在能力をフルに活かすことで、特に複雑なサンプルマト
リックスにおける精度と分析の信頼性を高めます。
条件の厳しいハイスループットラボにも研究機関にも同様に対応できる
8900 は、環境から半導体までの幅広いアプリケーションで、より高い性能
を実現します。また、柔軟性、使いやすさを、その比類のない分析能力と
組み合わせることで、世界最高レベルの性能と柔軟性を兼ね備えています。
8900は、8800に比べて高感度化、ナノ粒子測定機能強化、硫黄 
（S）やケイ素（Si）の検出下限改善、などの性能面が特に強化されています。

先進の ICP-MS テクノロジー
超高マトリックス導入（UHMI）キット

アジレント独自の UHMIシステムにより、ICP-MSで
初めて、溶解固形分の高いサンプル（25 %飽和食
塩水など）を直接分析できるようになりました。

シールドトーチシステム（STS）
シールドトーチシステム（STS）はイオンエネルギー
の広がりを軽減し、抑えることができる機能です。
Heモードで干渉を最適に除去するために STSは
不可欠です。

オクタポールリアクションシステム（ORS4）
Heモードで高い効果を発揮し、複雑なサンプルマ
トリックスにおいても、簡便な操作で一貫性のある
結果を提供します。

Agilent 8900の優れた特長
●MS/MS 機能を実現
●超高感度、低バックグランドを実現
●シングル ICP-MS で、不可能だった多原子イオン干渉を大幅に低減
●従来苦手であった S、Siなどの超微量分析が可能
●ナノ粒子の測定機能を強化
● 10-10以上の優れたアバンダンス感度を実現
●パワフルで柔軟、直感的な ICP-MS ソフトウェア
〈価格〉 5,800万円～

世界で最もパワフル
ICP-MS MassHunterソフトウェア
ICP-MS MassHunterソフトウェアは、ハードウェア設定、装置の最適化、
データ採取と解析、レポート作成まで、直観的なユーザーインターフェース
で分析をステップごとにナビゲートします。使いやすくなっただけでなく、先
進の研究に対応する高度な機能も搭載されています

MH 5.4から半導体アプリケーション
対応のプリセットメソッド（シンプルレ
シピ）が新機能として搭載されており、
高純度試薬・電子材料の ICP-MS分
析がこれまで以上に効率的かつス
マートに行えるようになります。

多変量解析ソフト
ICP-MS MassHunterソフトウェアは、ハードウェア設定、装置の最適化、デー
タ採取と解析、レポート作成まで、直観的なユーザーインターフェースで分
析をステップごとにナビゲートします。使いやすくなっただけでなく、先進の
研究に対応する高度な機能も搭載されています。
アジレントの多変量解析ソフト Mass Profiler Professional との互換性があ
るため、高度なデータ評価機能と総合的な統計機能も利用できます。

ICP質量分析装置
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Agilent 7850 ICP-MS
ICP質量分析装置

信頼性の高い分析結果を簡単に実現できる ICP-MS

高いマトリックス耐性

簡単につかえるソフトウエアMassHunter

ルーチン分析に最適な新しい Agilent 7850 ICP-MS は、世界のベストセ
ラーとして実証された堅牢なハードウェアに、自動最適化ツールと、ルー
チン分析を容易にするプリセットメソッドを搭載したシステムです。ラボの
生産性を高め、より信頼性の高い分析結果を実現します。
また、高いマトリックス耐性、幅広いダイナミックレンジ、多原子干渉の
効果的なコントロールにより、複雑で多様なサンプルマトリックスの分析
から不確かさを排除します。
しかも、設定や使用が非常に簡単。きわめて幅広いサンプルで信頼性の
高い結果をすばやく得ることができます。

従来、ICP-MS は溶解固形濃度（TDS）が 0.2 % 以上のものは測定でき
ないとされてきましたが、7850のロバストプラズマなら測定できます。超
高マトリックス導入（UHMI）オプションを追加することで、25 % TDS で
もルーチン分析も可能です。一般的な ICP-MS と比較しても、耐性が 2 
桁高く、より耐性を求める分析に適しています。

広いダイナミックレンジ検出器は、主元素 （数百または数千 ppm） と微
量元素（1 桁以下の ppt） を 1 回で分析できることから、分析手法を簡略
化できます。また、濃度上限が高いため、範囲外の値による再分析が最
小限で済みます。

ヘリウム （He） コリジョンモードでは、1 つの条件セットで多原子イオン干
渉がすべて排除され、メソッド開発やルーチン操作を簡単に行えます。
He モードでは、マトリックスごと、分析対象物ごとにリアクションセル条
件を設定する必要がありません。

● 新たな ICP-MS MassHunter ソフトウェアにより、システムの設定をす
ばやく完了できます。また、堅牢な自動最適化ツールと幅広いシステム
ステータスモニタリング機能を備えているため、常に優れた性能を確
保できます。

●  プリセットメソッドには、プラズマ条件から分析対象物の積分時間およ
び内部標準まで、一般的なメソッドの設定があらかじめ定義されてい
ます。これらのメソッドをそのままロードして分析を実行できます。 新た
なメソッドが必要な場合も、メソッドウィザードによる簡単なプロセス
で設定できます。
●  性能、チューン、QC、およびサンプルレポートテンプレートの各機能を
利用できます。オペレータ向けチュートリアルも含まれているため、再ト
レーニングや使用経験のないユーザーのトレーニングに役立てること
ができます。

●  初めて使用するユーザーでもシステムの設定やルーチン操作の手順を
理解し、正確な分析をスムーズに始めることができます。

〈システム価格〉 2,700万円～

ICP-MS, ICP-OESの分析における
●検量線用標準液の希釈
●サンプル溶液の固定倍率の希釈
●サンプル溶液の自動希釈

こんなメリットがあります。
●一貫性のある自動希釈によるデータ品質の向上
●サンプルスループットの向上による収益の増加
● 1回の分析－再分析なし、同日のデータ報告
●サンプル処理と汚染の低減
●バイアルやピペットなどの消耗品の削減

ICP自動化を実現
Agilent ADS2自動希釈装置

Agilent Advanced Dilution System 2（ADS 2）は統合型の自動希釈シス
テムです。標準溶液の調製、分析前のサンプルの希釈、検量線範囲外の
サンプルや QC溶液の不合格による再希釈の前処理など、ミスの起こり
やすい手作業での煩雑な手順を自動化することにより、ラボワークフロー
を簡易化します。これらのタスクを自動化することより、分析者の時間を
節約でき、人為的ミスのリスクが低減され、サンプルスループットが向上
します。
ADS 2は Agilent ICP-OESおよび ICP-MSとシームレスに連携します。
ICP Expertおよび ICP-MS MassHunterソフトウェアに統合されており、
完全に制御することが可能です。

ICP-MSの機能を拡張する豊富な周辺装置

- 自動希釈装置 ADS 2
- インテグレートオートサンプラ（I-AS）
- SPS4オートサンプラ
- アドバンスドバルブシステム AVS MS

- HPLC, GC, CE, ICなどとのインターフェース

- ネブライザオプション
- 耐フッ酸導入キット
- 有機溶媒導入キット
- レーザーアブレーション

ラボのワークフローを最適化する、
自動化されたサンプリングシステム

業界をリードするスペシエーション分析

豊富なオプションとアクセサリ

ICP-MS

〈価格〉 お問い合わせください
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ICP発光分光分析装置 ICP-OES, MP-AES

革新的なフリーフォームの光学系、内蔵のセンサ、アルゴリズム、診断機
能から成るシステムを備え、スループットを最大化できるよう完全に最適
化されています。
内蔵センサと、スマートなアルゴリズムと診断機能により、問題を発生前
に特定し、稼動率を最大限に高め、再測定が必要なサンプル数を最小
限に抑えられます。

時間短縮とコスト削減
●超高速の ICP-OES 分析を実現することにより、1サンプルあたりのガス
消費を削減
●アキシャルビュー分析とラディアルビュー分析を同時に実行することが
可能（5900 ICP-OES 標準仕様）
●アドバンスドバルブシステム（AVS）により、1分析あたりのコスト削減
● 1回の分析ですべての波長を同時に測定することにより、優れた測定
精度を実現
●検出器へのパージガスが不要な Vista Chip II 検出器を搭載することに
より、ウォームアップ時間を短縮し、分析開始の迅速化を実現

比類のない性能
●新規設計の光学系によりコンパクトサイズを実現しながら、検出下限・
分解能を向上
●垂直配置トーチにより、きわめて分析困難なサンプルに対応
●ソリッドステートRFシステムにより、長時間にわたる分析安定性を実
現
●分析時に全波長スキャンが追加採取

スマートツールアシスト機能の充実
●アーリーメンテナンスフィードバック（EMF）、自己診断機能、

IntelliQuantスクリーニングなどスマートツール搭載
●ネブライザーアラート・バックプレッシャーモニターでネブライザーのつ
まりをモニター

フレキシブルな構成
●  5900 ICP-OES : シンクロナス・バーティカル・デュアルビュー（SVDV）
標準仕様

●  5800 ICP-OES : バーティカル・デュアルビュー（VDV）あるいは ラディ
アルビュー（RV）仕様

原子分光分析に革命をもたらすマイクロ波原子発光分光分析装置です。
可燃性ガス、危険なガス、高価なガスを使わずに ppbレベルまでの分析
ができます。原子吸光のように測定元素のランプが必要になることもあり
ません。窒素ガスを使用して安全に低ランニングコストの無機元素分析
ができます。エアーコンプレッサと窒素ジェネレータを使うことによりガス
配管が不要になります。
導入部の着脱が簡単なワンタッチ式のトーチシステムです。フレーム原子
吸光では危険な亜酸化窒素ガスを使わないと分析できなかった元素
（Al,Si,Vなど）も簡単に分析ができます。
堅牢な磁気励起式のマイクロ波プラズマにより高マトリックス試料中や有
機溶媒の金属分析を容易に行うことができます。
●窒素ガスを使い、安全に低ランニングコストで分析ができます。
●オートサンプラを接続して完全な自動分析ができます。
●フレーム原子吸光のように測定元素により、バーナーの交換、ガスの
交換、ランプの交換などが不要です。
● OneNebネブライザを使用することにより、高マトリックス試料や有機
溶媒試料も再現性よく測定ができます。
●ソフトウエアの補正機能により、バックグラウンド補正または干渉補正
がリアルタイムで実行されます。それにより分析精度の高い結果を得る
ことができます。
●分析操作がシンプルです。アプリケーションに応じたアイコンをクリッ
クすることにより事前に設定されたメソッドが自動的にロードされます。
●アドバンスドバルブシステム（AVS）により、1 分析あたりのコスト削減

4210 MP-AES
マイクロ波プラズマ原子発光分光分析装置

Agilent 5800/5900 ICP-OES
ICP-OES

〈アプリケーション〉
地球化学、鉄鋼分析、化学および石油化学、食品および農業、環境、生体、材料など

〈仕様〉
光学系 : ツェルニターナ型
焦点距離 : 600 mm
波長範囲 : 178～ 900 nm
検出器 : CCD半導体検出器
本体寸法 : 960（W）×660（D）×660（H）mm

〈価格〉 700万円～

プラズマ発光分光分析装置

新技術を搭載した光学系により、コンパクトな
装置サイズを実現し、検出下限・分解能を向上

〈アプリケーション〉
水質、大気、土壌、メッキ液、排水、食品、生体、海水、材料など

〈仕様〉
本体寸法 : 625（W）× 740（D）× 887（H）mm　90 kg

〈価格〉 1,400万円～
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原子吸光分光光度計 Atomic Absorption

普及タイプから高級機までカバーされています。ランプターレットも測定
元素数によって選定できるようになっています。2本、4本、8本から選
択ができます。
FS（ファーストシーケンシャル）タイプの装置は従来のシステムに対して、
2倍の測定スピードを持っています。
FSモードを選択すると、波長を高速スキャンして試料毎に、指定された
すべての元素を測定します。ガス流量を瞬時に変更できる、アジレント独
自のハンマープログラマブルガス制御方式を採用しています。Cu 5 ppm
で吸光度 >0.9、精度は <0.5％RSDです。アクセサリの SIPS 20（試料
導入ポンプシステム）とSPS 4（サンプラ）を接続することにより、1本の
標準溶液から数点の自動検量線の作成、試料の検量線オーバーの自動
希釈、自動標準添加、自動干渉抑制剤の自動添加などができ自動分析
が可能になります。
● FSモード分析は大幅に測定時間の短縮が可能になり、しかも少ない
試料量で多元素測定ができます。（10元素 /20試料、測定時間は従
来の 50 %に短縮）
●多元素複合管を使用することにより、最大 19 元素の連続測定が可能
になり、生産性が大幅に改善されます。（AA240FS/AA280FS）
●ハンマープログラマブルガス制御方式の採用により、元素ごとにガス流
量を瞬時に制御でき、高速連続分析の場合も高感度分析が可能にな
ります。
●業界初の内標準補正機能により、導入系の物理干渉の補正が可能に
なり、連続測定の安定性がさらに改善されます。
●日本語ソフトウエアで簡単に操作ができ、標準装備したビデオヘルプ
機能は、操作メンテナンスをわかりやすくサポートします。

バックグラウンド補正にアジレント独自の交流ゼーマン方式を採用して、
高マトリックス試料のバックグラウンド補正精度をさらに高めた装置です。
グラファイトチューブの温度制御は独自のダイナミックフィードバック制御
方式を採用して再現性を向上しています。
従来の装置に比較して、Arガス流量を40％減少しました。またワークヘッ
ドの構造を改良してグラファイトチューブの寿命も 2倍以上の高寿命とな
り、ランニングコストを十分に考慮した設計です。
高マトリックスの材料、生体試料の微量元素分析、半導体、試薬の超微
量元素分析などに幅広く使われています。
試料の注入状態を監視できるCCDカメラにより、さらに分析精度を向上
させることができます。
ユニークなオートサンプラは、最大 6液を同時にグラファイトチューブに注
入することができ、時間短縮、測定精度が向上します。受諾分析用に最
大 130 試料を連続分析できるオプションのカローセルセットがあります。
AA240Z（ランプターレット 4本）、AA280Z（ランプターレット 8本）の 2
機種からの選択が可能です。
● ランニングコストを顧慮した設計です。従来の装置に比較して Arガス
の消費量を40％削減。グラファイトチューブの寿命は 2倍以上です。
● 独自の温度制御により、乾燥温度を1℃ステップで設定が可能です。
試料ごとの最適乾燥温度と時間を設定でき、再現性がよくなり高精度
分析が可能になります。

● グラファイトチューブ内の試料注入状態、乾燥状態、灰化状態を CCD
カメラでモニタリングができ、最適条件をスムーズに設定できます。

●  各元素に標準測定条件が保存されていますので、試料毎に元素の測
定条件の作成ができます。

AA55B/240FS/280FS
フレーム原子吸光分光光度計

AA240Z/280Z
ファーネス原子吸光分光光度計

〈アプリケーション〉
食品、メッキ液、排液、生体、土壌、大気、海水、材料など

〈仕様〉
光学系 : ダブルビームシステム、ツェルニターナ型
波長範囲 : 185～ 900 nm
本体寸法 : 780（W）×580（D）×590～740（H）mm
質量 : 本体 56～75 kg

〈価格〉 400万円～

〈アプリケーション〉
上下水道、生体試料、食品、水質管理、半導体、試薬、土壌、材料など

〈仕様〉
光学系 : ダブルビームシステム、ツェルニターナ型
波長範囲 : 185～ 900 nm
バックグラウンド補正法 : 交流ゼーマン補正（電源周波数の 2倍の補正回数）
質量 : 本体 56～ 61 kg   ファーネス 52 kg  サンプラー6 kg

〈価格〉 850万円～
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革新的なテクノロジーと、
直観的な操作性を備えた
B5サイズの非常にコンパク
トな FTIR です。独自の光
学設計により、コンパクトで
ありながら高感度な測定を
可能にし、専用のアタッチ
メントを交換することで、さ
まざまなアプリケーションに対応することができます。
QA/QC などの日常的な分析はもちろん、研究開発や、幅広いサンプル
に対応するラボや大学などに最適な FTIR です。
専用アタッチメントは、透過、ダイヤモンド ATR、Ge ATR、ZnSe ATR、
10 °および 45 °正反射、TumblIR、DialPath、拡散反射があり、交換後
の調整が不要で非常に簡単に交換ができます。

〈価格〉 310万円～

ハンドヘルド/コンパクト /ポータブル FTIR
4300 ハンドヘルド FTIR
材料分析に対する汎用性が非常に高く、重量わずか 2.2 kgとさらに軽量化。
エルゴノミクス（人間工学）に基づいたデザインを採用しています。自動認
識を搭載したインターフェースが交換可能で、信頼性の高い FTIR データを
簡単に取得することができます。

5500 シリーズ Compact FTIR
アジレント独自のTumblIR/ DialPath と組み合わせたオイルアナライザ、 
また軽油中のバイオディーゼル濃度分析（EN14078 メソッド）をプログラ
ムとして搭載し軽油中のバイオディーゼル濃度を素早く測定するオイルア
ナライザ、などアナライザとして簡単に使える FTIRです。

4500 シリーズ Portable FTIR
コンパクトで使いやすく頑丈な設計で、内蔵バッテリーだけでも駆動でき
る可搬型 FTIRです。高品位で迅速な測定を必要とするアプリケーション
に最適な一台で、ラボ以外の環境でも高精度な測定ができます。
現場へ持ち込んでのオイルアナライザとしても最適です。

Agilent 630 FTIR
超小型、使いやすく、お手頃価格の FTIR

ラマン分光光度計
ハンドヘルド型 /可搬型の革新的なラマン分
光光度計は、不透明な障壁に阻まれている
物質も高速かつ正確に同定でき、幅広いア
プリケーションで使用されています。
●   Agilent TRS 100 ラマン : 錠剤およびカプ
セルの医薬品定量分析

●   Agilent Vaya 容器を開封せずに原材料受
入試験が可能なハンドヘルドラマン

●  Agilent Resolve ラマン : 有害な化学物質、
爆発性物質、麻薬性物質の検出

フーリエ変換赤外分光光度計 / ラマン分光光度計 FTIR/Raman

Agilent 8700 LDIR
ケミカルイメージングシステム

Agilent 8700 Laser Direct Infrared （LDIR） ケミカルイメージングシステ
ムは、洗練された新しいアプローチによるケミカルイメージングとスペク
トル解析を実現する革新的な装置です。
経験豊富なユーザーもそうでないユーザーも同様に使用できるように設
計されており、大幅に自動化された簡単な操作で、表面にある成分の
高精細ケミカルイメージを確実に取得できます。
8700 LDIR は、最新の量子カスケードレーザー （QCL） 技術と高速スキャ
ン光学系を採用しているため、鮮明で高品質なイメージとスペクトルデー
タが短時間で得られます。この技術と直観的な Agilent Clarity ソフト
ウェアにより、サンプルをロードしてメソッドを実行するだけの最小限の
機器操作で、広いサンプル領域の高速かつ詳細なイメージングが可能
です。
8700 LDIR なら、より多くのサンプルをこれまで以上に詳しく、しかも短
時間で分析することができます。より有意義な情報を利用できるように
なるため、製品開発時に十分な情報を得たうえで迅速な意思決定がで
き、コストの削減と分析時間の短縮が可能になります。

主な利点
● サンプルの自動分析
● 光学系を変更することなく、広いサンプル領域を分析してから、特定
のより狭い領域の詳細な分析が可能

●  フルソフトウエアコントロールにより、視野をμm から cm まで、また
はピクセルサイズを1μm から 40 μm まで変更可能
● ピクセルサイズがわずか 0.1 μm の ATR イメージングデータを得られ
るため、きわめて詳細なイメージとスペクトル品質が実現
●  ATR 機能で市販ライブラリまたはカスタムライブラリを使用して、未
知化合物を迅速に同定

● 複雑なメソッド開発を行うことなく、サンプル成分の相対的な定量
情報を取得

●  液体窒素が必要ないため、運用コストを削減でき、メンテナンスが
容易

● マイクロプラスチック分析に特化したソフトウエアを搭載 

〈価格〉 お問い合わせください

鮮明でかつてないほど高速なケミカルイメージング

〈価格〉 お問い合わせ先 : 株式会社エス・ティ・ジャパン

お問い合わせ先 : ジャパンマシナリー株式会社

http://www.stjapan.co.jp/
https://www.jmc.asia/
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Cary 60 Cary 4000/5000/6000i
高性能キセノンフラッシュランプと
独自のサンプリング技術を搭載し、
試料室を開放状態にしたままでも
照明の影響を受けずに測定が可能
です。Cary 60 は従来の紫外可視
分光光度計にはない優れた性能を
発揮します。ライフサイエンス分野
をはじめ、さまざまなアプリケーショ
ンに対応します。
●  24,000 nm/分の高速波長スキャンで、190 nm～1100 nmまでの全
波長域を 3秒以内でスキャン可能

●カイネティクス測定では 80ポイント /秒で高速データサンプリング可能
● 独自のデュアルビーム光学系により、常にリファレンスビームで測光値を
補正するため、あらゆるスキャンスピードで高い測光精度を実現

● キセノンランプは長寿命。毎日連続測定でも1年使用可能
●光ファイバプローブ（オプション）による迅速分析可能

〈価格〉 210万円～

サンプルへの入射角度および検出
角度が各々可変で、幅広く、任意
に設定することができ、さまざまな
サンプルの絶対反射率や透過率を
あらゆる角度で測定することができ
ます。また、すべての測定を自動で
行うことができます。
革新的な Agilent Cary 7000は、
固体サンプル測定のさまざまなニーズを満たします。
光学系、薄膜、コーティング、太陽電池、ガラスなどの研究開発、QA/
QCのための包括的なソリューションを提供するCary 7000は、新たな
材料分析を可能にします。画期的な Cary 7000を使用することで、これ
まで不可能であった実験系の構築が可能となり、分析内容の幅も広がる
ことによって、分析時間の短縮とコスト削減が実現されます。

〈価格〉 1,950万円～

Cary Eclipse蛍光分光光度計は、
数々の革新技術をベースとする製品
で、光学系にはアジレントが長年に
わたり蓄積してきた最新技術が盛り
込まれています。励起光および発光
用の各種光学フィルタ、高感度光
電子増倍管、発光強度補正スペク
トルなど、蛍光分光測定に求めら
れるほとんどの機能が標準装備さ
れています。
● 高輝度キセノンフラッシュランプと高度に最適化されたグレーティング
や各種光学部品により、全波長域において高感度・高安定性を実現
● キセノンフラッシュランプの発光は、データポイントサンプリング時の
みのため、感光性の高い試料でも励起光による変性を最小限に抑える
ことが可能
● 水平式ビームを採用し、マイクロセルでの低容量サンプルに対しても優
れた感度を発揮

〈価格〉 400万円～

Caryシリーズのプロフェッショナ
ルモデルです。業界最高性能の
分光光度計は研究開発・品質管
理等さまざまなアプリケーション
に対応できます。アプリケーショ
ンに最適な波長範囲の機種をお
選びいただけます。
● 測光域は、最大 8.0 Absまで
可能（RBA使用）で、透過率の低い試料も高精度で分析が可能

●   NMPS機構により、波長走査速度に影響されない安定した測光値
● 測光ノイズ・迷光を低減する立体配置ダブルリトローモノクロメータを
採用し、高感度安定化を実現

〈価格〉760万円～

Cary 7000
多角度可変自動測定分光光度計

Cary Eclipse 蛍光分光光度計

紫外・可視分光光度計 /蛍光分光光度計 UV/Vis

Agilent Cary 3500 UV-Vis
 分光光度計

Cary 3500 UV-Vis紫外可視
分光光度計は、スループット
と生産性の向上、ワークフ
ローの改善とシステム効率の
向上、ラボスペースの節約な
どを実現する最新の紫外可視
分光光度計です。

主な特長
● 長寿命の超高速キセノンランプを搭載した「エンジン」ユニットと交換
可能なモジュール型の設計

● モジュールは、8セル用あるいは 2セル用、それぞれにおいて室温あ
るいは温度制御ありのモジュールが選択可能
●   8セル用でも 2セル用の場合でも、すべてのセルを同時に測定
●  温度制御ありのモジュールでは、0℃から110℃の範囲で非常に高精
度な昇温が可能

●  温度制御ありのモジュールを使用の場合も冷却水循環装置が不用（完
全空冷式）

●  最大 4つの温度実験を同時に実行可能（8セルモジュールで）
●  検量線作成とサンプル濃度測定が同時に可能（8セルモジュールで）
● 光学系はダブルモノクロメータ
● データインテグリティ対応
● ジッパー対応
● フレキシブルコンパートメントは長光路長キュベットを必要とする液体 
サンプルの分析や固体サンプルの特性解析に対応

分析の可能性を拡大
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データインテグリティ対策 /ラボワークフロー管理システム Data Management

OpenLab ネットワークシステム ECM XT

OpenLab CDS ワークステーション

SLIMS ラボ情報管理システム

ICP-MS、Cary UV-Vis、LC/MS
データインテグリティ対応1台の GC、GC/MS、LC、LC/MSからデータインテグリティ対策・デー

タ改ざん /不正防止を行えるシステムです。

●  対象機器はアジレント製 GC、LC、シングル四重極MS
● 分析機器 1台でも確実にコンプライアンス準拠
● データベースによるデータインテグリティ対策
● 画面上で監査証跡のレビューが可能

〈価格〉 125万円～（ソフトウェアのみ）
 175万円～（PC + ソフトウェア）

OpenLabネットワークシステムは、あらゆるPCからすべての分析装置を
操作でき、その場で解析やレポート作成まで行える科学データ管理シス
テム（SDMS）です。データはサーバーで一括管理され、バックアップの省
力化とセキュリティの向上が図れます。

● メーカーや機種に関係なくすべてのデータを管理
●  ラボのペーパーレス化を促進
●  結果の共有と報告書の作成をスムーズに
●  オンプレミスとクラウドの両方に対応
●  テレワークにも活用可能

〈価格〉 850万円～
 （5台接続、ユーザーライセンス 5名分、サーバー込み）

SLIMSは、ラボ情報管理システム（LIMS）と電子ラボノート（ELN）が最高
の形で統合されたシステムで、サンプルの受領から結果レポートの自動作
成まで管理します。

●   1つのシステムでサンプルの管理から結果の記録まで実行
●  お客様のニーズに合わせてカスタマイズ可能
●   ELN機能で、文書はすべて電子化およびデジタル化
● オンプレミスとクラウドの両方に対応
● アジレントOpenLabだけでなくその他のソフトウェアともスムーズに連携

〈価格〉 お問い合わせください

アジレント製の ICP-MS、Cary 3500 UV-Vis、トリプル四重極 LC/MS、
LC/Q-TOF、GC/MSもOpenLabに接続することで、データインテグリティ
に完全に対応させることができます。

●  機器制御とデータ解析は従来通り ICP-MS MassHunter、Cary UV 
Workstation、MassHunterを使用

● データの完全性とセキュリティは、OpenLabと同じ最高レベルを確保
●  世界各国・地域で求められている規制要件に対応

〈価格〉 お問い合わせください
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質量分析データ解析 Data Analysis

Agilent MassHunter Workstationソフトウェア
分析メソッドの作成、チューニングからレポート作成まで対応する Agilent 
MassHunter Workstation ソフトウェアは、MS 分析をより速く、より簡
単に、より生産性の高いものに変えるよう設計されています。
LC/MS、CE-MS、GC/MS、ICP-MS などのすべてのアジレントMS プラッ
トフォームに対応する共通のソフトウェアで、一貫した操作でデータ処理
を行うことが可能です。複雑なMS データから不要なノイズを除去し、
効率よく化合物の情報を引き出します。
データマイニングツールなどで特徴的なピークを可視化、化合物を同定
するなど、価値のある情報を引き出すこともできます。得られた情報はレ
ポート機能によって印刷したり、PDF 形式や CSV 形式に出力することが
可能です。
単なるピークやデータポイントなどではなく、“答え”や次のアクションの
判断を手に入れるツールです。

●  Mass Profiler Professional ― パワフルな統計および数学モデルを
搭載し、PCA（主成分分析）やクラスタ分析などによって複数のサンプ
ル間で特徴的な化合物を可視化す
るパワフルなツールです。付属の ID 
ブラウザでは、特徴的な化合物の
ライブラリサーチを効率よく行うこ
とができます。また特徴的な化合物
を用いた判別分析も可能です。アジ
レントの LC/MS だけでなく、GC/
MS、ICP-MSのデータも対応しま
す。

●  Mass Profiler ― 2群間の
MSデータを簡単に比較でき
るソフトウェアです。良品・
不良品のデータの比較など
を視覚的に行えるツールで
す。アジレントの LC/MS だ
けでなく、GC/MS のデータ
も対応します。

●  MassHunter Explorer  ― 豊富に情報を含んだ 高分解能 Q-TOF の
データからは詳細で包括的な知見が得られる一方、対象化合物を検
出して同定することは容易ではありません。 MassHunter Explorer は
ノンターゲットデータ解析をより簡単に、より迅速に、よりスマートに
実行できるように設計されて
います。正規化、統計解析、
視覚化によるデータ抽出の
ワークフローがシームレスに
統合されており、迅速にデー
タから新たな知見を引き出す
ことが可能。

ワークフローに合わせた
MassHunterソフトウェアオプション

MassHunterの能力を引き出す
化合物データベース＆ライブラリ

●クロマトグラフやマススペクトル、化合物リストなどの表示のカスタマイ
ズによって、使いやすいレイアウトに設定が可能
●さまざまな報告書に対応するカスタマイズが可能なレポート機能
●トリプル四重極 LC/MSで高感度定量定性が可能な tMRM（トリガー

MRM）分析
● TICに埋もれたピークも自動抽出可能なMFE 機能
●精密質量から分子式を推定するMFG機能、さらにライブラリサーチ
により構造式も予測可能な MSC 機能

MassHunterの便利な機能

●  ChemVistaライブラリマネージャ ― 質量スペクトルと化合物情報を
スマートに管理する統合ツールです。異なるフォーマットのデータベース
を一元管理し、複数のパブリックデータベースへのアクセスを提供しま
す。スペクトルの編集、作成、追加等が可能です。農薬や動物医薬、
マイコトキシン、溶出物＆抽
出物（E&L）、METLINなどの
パーソナル化合物データベー
ス を 提 供 し て い ま す。
MassHunter 定性データ解析
のワークフローに対応します。
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前処理の自動化 : AssayMAP Bravo ー IMAC（Immobilized Metal Affinity 
Chromatography）によってリン酸化ペプチドを高い収率で濃縮可能。煩雑な前
処理を自動化することで、高い再現性の測定を行うことができ、一貫性のある結
果が得られます。詳細は 11ページをご参照ください。

流路の吸着を抑えた LC : Bio LC ー 吸着性の高いターゲット化合物のテーリン
グを抑えるのに有効なソリューションです。詳細は 3ページをご参照ください。

最適な LC分離 : AdvanceBio LCカラム ー アジレントの AdvanceBioシリーズ
LCカラムではグライカン（糖鎖）、核酸、ペプチドなどに最適な LC分離をもた
らすカラムを取り揃えています。詳細は 34ページをご参照ください。

高質量・高分解能 LC/Q-TOF : AdvanceBio 6545XT LC/Q-TOF ー インタクト
プロテインから翻訳後修飾までカバーするバイオ医薬品開発に特化した LC/
Q-TOF。拡張されたTOFの質量範囲 （可変 10k-30k）、反復MS/MS modeに
よる網羅的なデータ取り込み、などの性能に加え実サンプルに近いタンパクサン
プルによる、質量精度のパフォーマンスチェックアウト （trypsinogen @ 25kDa）
などでバイオ医薬品開発をサポートします。

データ解析 : MassHunter BioConfirm ソフトウェア ー 化合物検出および デコ
ンボリューションアルゴリズムと、シーケンスマッチングツールを兼ね備えていま
す。タンパク質、ジスルフィド結合の掛け違い、合成ペプチド、ヌクレオチドやそ
の変異形について、正確で高速な定性分析が可能。

メタボローム解析システム バイオ医薬品 /
タンパク質 /ペプチドソリューション
アジレントはバイオ医薬品開発に必要な前処理からデータ測定・解析・レポート
までのトータルソリューションを提供します。

CE-MS LC-MS

GC-MS
（極性成分は要誘導体化）

高

高 脂溶性　低水溶性
イオン性

分子量

極性

低

手法 主な測定代謝物

GC-MS
炭化水素、芳香族、脂肪酸、エステル系、ケトン系
テルペン類、アルコール、アルデヒド、ラクトン、硫黄化合物、窒
素化合物など
要誘導体化 : アミノ酸、有機酸、脂肪酸、糖など

LC-MS 脂質、ホルモン、カロテノイド、ポリフェノール、アルカロイド、テ
ルペノイド、水溶性 /脂溶性ビタミン、色素、抗生物質など

CE-MS アミン、有機酸、糖リン酸、糖ヌクレオチド、ヌクレオシド、ニコチ
ンアミド補酵素、無機陰イオンなど

揮発性、親水性、疎水性、中性物質、イオン性物質等、さまざまな特性 を持っ
た代謝物の分析には、それぞれの化合物の特性に応じた分析機器が必要です。
アジレントは、高性能で信頼性の高い GC/MS、LC/MS、CE/MS 等、 幅広い化
合物をカバーする分析装置によって、迅速かつ高品質のメタボローム解析の実現
を支援しています。
複雑なサンプルの前処理から、統計解析ソフト（Mass Proliler Professional）やパ
スウェイ解析、フラックス解析をサポートするVistaFluxなどのソフトウェアによるメ
タボローム解析・レポート出力まで、メタボロミクス研究を強力にサポートします。

サンプル前処理インタクト
タンパク質

抗体
サブユニット

ペプチド
マップ

翻訳後
修飾

LC分離 MS検出
データ解析
＆

レポート出力

メタボロミクス /バイオ医薬品開発ソリューション Metabolomics & Biopharmaceuticals

MassHunter Qualification 10 の Lipid Annotator は多種類の脂
質の化合物ピークのアノテーションを、Q-TOF の精密質量によっ
て自動化することが可能です。

BioConfirmソフトウェアはペプチドのアミノ酸配列をミラープロットによるMS およ
び MS/MS スペクトルの比較表示や、カバー範囲マップによる 2 群のバイオ処理タ
ンパク質バッチ間の違いを視覚化することが可能です。通常 1 週間程度かかる手
動によるシーケンス確認も、BioConfirm ソフトウェアならMS/MS ベースのシーケ
ンス確認を数分で実行して確認する時間を短縮することができます。



27

細胞解析ソリューション Cell Analysis Solution

近年細胞解析技術は著しい発展を続けており、がん・免疫・感染症研究などのライフサイエンス分野で幅広く用いられています。
アジレント・テクノロジーは、新規および既存のお客様により大きな価値を提供するために、Seahorse Bioscience、ACEA Biosciencesや
BioTek Instrumentなどの複数の企業を買収し、細胞解析製品ポートフォリオを拡充してきました。

細胞外フラックスアナライザーは、Agilent Technologies社が開発する、
細胞のエネルギー代謝測定機器です。
細胞の主要なエネルギー代謝経路である、解糖系とミトコンドリア呼吸
の状態を、高感度・リアルタイムに計測します。
エネルギー代謝を測定することで、がん、免疫、神経変性疾患などの研
究に新たな洞察をもたらします。

〈価格〉 お問い合わせください

細胞外フラックスアナライザー

細胞の変化（形態・大きさ・増減）を CO2インキュベーター内でリアルタ
イムに測定。
細胞をラベリングしないため、同じ細胞を他の実験に転用可能です。
様々な研究分野のアプリケーションに対応です。（がん、薬効薬理、毒性、
感染症、ワクチン開発他）

最大 5種類のレーザーによって、細胞の大きさ・抗原マーカー発現等を
知ることができます。
自動プローブ洗浄機能、自動オンオフ機能、自動蛍光補正などにより、
作業時間が短縮されます。

*心筋細胞用モデル2種（Cardio/CardioECR）とイメージング機能付き
eSightモデルについては別途お問い合わせください。

〈価格〉 お問い合わせください

xCELLigence リアルタイムセルアナライザー NovoCyte フローサイトメーターシリーズ

〈仕様〉
モデル /ウェル数 : S16/16、DP/48 （3x16）、SP/96、MP/576 （6x96）、HT/1536 （4x384）
高速測定 : 96ウェルを15秒以内
測定間隔は秒・分・時間単位で短期も長期もマルチステップ設定可能。

〈仕様〉
レーザー : 349/405/488/561/637 nm （1～ 5色）
蛍光 : 最高 30ch
測定イベント速度 : 最高 100,000/秒
検知器 : 蛍光チャンネル　PMT もしくは SiPM、散乱光チャンネル photodiode もしくは 
APD  機種により最小 0.1 m 測定可能
プロット : 最大 7.2 Log　スケール
光軸 : 固定

〈価格〉 お問い合わせください

細胞イメージング用の全自動デジタル顕微鏡とプレートリーダーを 
融合させた細胞解析用システムです。
● プレートリーダー、蛍光顕微鏡、共焦点顕微鏡を1台にまとめたオール
インワンな装置。
●   Cytation C10制御用ソフトウェア「Gen5」は撮影・画像処理・解析・投
稿までの全ステップを強力にサポート。

● 必要に応じて購入後に
　アップグレード可能。

〈概算価格〉 
お問い合わせください

BioTekの Cytationなどと接続し、生細胞の経時的観察・解析を自動化で
きる全自動インュベーターです。左右それぞれに装置を連結することができ、
培地交換や試薬分注も自動化できます。
● 収容は、プレート 8枚分まで。
● 環境制御は、温度・湿度・CO2/O2濃度が可能です。
● スケジューラーソフトウェアが付属します。

〈価格〉900万円～

マルチモードプレートリーダー　
Cytation C10

BioSpa 8

問い合わせ先 : プライムテック株式会社

問い合わせ先 : 
株式会社スクラム

https://www.primetech.co.jp/
https://www.scrum-net.co.jp/
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ゲノミクスソリューション

GeneSpringファミリー、Strand NGS

● GeneSpring GXのダウンロード：
　http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=27881
● Strand NGS については
　「アジレント次世代シーケンサ用ソリューションカタログ参照」
　https://aglt.co/ngs-catalog-jp

〈価格〉 お問い合わせください

GeneSpring は、DNAマイクロアレイデー
タから生物学的な解釈を得るまで、研究
者を強力にサポートするツールです。
Strand NGSは、次世代シーケンスデー
タの解析、マネジメント、図示化ができ
る統合的なツールです。RNA-Seq, DNA-
Seq,ChIP-Seq, Methyl-Seq, small RNA-
Seq, MeDIP-Seqに対応しています。

次世代シーケンサ用ソリューション
SureSelect / HaloPlex HS
シーケンシングを高速かつ大量に並行して行うことで、分子生物学の研
究分野に革命をもたらした次世代シーケンサ。ランニングコストの低価
格化により全ゲノムシーケンスが注目を集めていますが、データ量の増大
および煩雑なデータの取り扱いが課題となっています。

この問題を解決するのが、アジレントの SureSelect とHaloPlex HS です。
SureSelect ではハイブリダイゼーションの技術を用い、HaloPlex HSで
は巧妙にデザインされたマルチプレックス PCR を用い、シーケンシング
前にゲノム上の特定部位を高効率にエンリッチすることにより、次世代シー
ケンシングの効率とコストを劇的に改善します。

〈価格〉 お問い合わせください

1x3インチスライドグラス用のマイクロアレイスキャナです。ダイナミックオー
トフォーカシング機能と 20 bitでのデータ取り込みを可能とした高性能検出
器により、5桁におよぶ広いダイナミックレンジを実現しました。遺伝子発
現解析はもちろん他のアレイアプリケーションにもご使用いただけます。
● 1色法 /2色法に対応
●分解能 2 µm, 3 µm , 5 µmまたは 10 µm
●スキャン速度 : 約 16分 /アレイ/2色（3 µmスキャンの場合）
● 24スライドを全自動スキャン可能

〈価格〉 お問い合わせください

Magnis NGS Prep Systemは、NGS ライブラリ調製の全工程を全自動で
実行します。結果の再現性は高く、ホルマリン固定パラフィン包埋（FFPE）
試料のようにゲノム DNAの分解が進んでいても、複数遺伝子の多様な変
異を容易にアッセイすることができます。
●事前に設定されたプロトコル
● 分注済みで容器に
　 バーコードの付いた試薬
● 1 日未満の所要時間

〈価格〉 お問い合わせください

SureScanマイクロアレイスキャナ

Magnis NGS Prep system

アジレントでは、マイクロアレイならびに次世代シーケンシングを効率化
するためのターゲット濃縮試薬を使ったゲノミクス解析をトータルソ
リューションとして提供しています（試薬・消耗品、データ解析ソフトウェ
ア、トレーニングコースなど含む）。これらは、大学や研究所での基礎研
究から、製薬会社での新規医薬品の開発、毒性試験の効率化など、幅
広い分野でご利用いただいています。

他に類のない 5 桁のダイナミックレンジを達成しているアジレントのマイク
ロアレイは、製造から実験プロトコル、スキャンそして画像の数値化に至
るすべてのプロセスを徹底的に最適化しています。しかも、コストパフォー
マンスにも優れておりお客様から高く評価されています。

マイクロアレイのアプリケーション
RNA 発現解析
●遺伝子発現マイクロアレイ
● miRNA マイクロアレイ
ゲノム解析
● CGH/CGH+SNP
● ChIP-on-chip / メチル化解析
各種カタログアレイに加えて、お
客様の研究目的に合わせて自由に
設計できるカスタムアレイも1スラ
イドグラスからご注文いただけます。

〈価格〉 お問い合わせください

マイクロアレイ
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次世代シーケンサ、マイクロアレイ、QPCR等における多検体のサンプル
QCに最適なシステムです。ゲル充填済の ScreenTapeを使用するので、
よりハイスループットな分析を可能にします。
● 1台で RNA、DNAの両方のサンプルを分析
● DIN（DNA Integrity Number）と RINe（RNA Integrity Number 

equivalent）で DNAとRNAそれぞれの分解度指標を自動計算
● 次世代シーケンサ、マイクロアレイに使用するサンプルの QCに必須
● 1サンプル1-2分の高速分析
● 独立レーン方式によりクロスコンタミを排除

〈価格〉 お問い合わせください

全自動ハイスループット電気泳動装置
Agilent 4150/4200 TapeStation System

ProteoAnalyzer System

ZAG DNA Analyzer System

Femto Pulse System

Fragment Analyzer System

モノクローナル抗体、バイオシミラー、粗抽出物、タンパク質の精製フラ
クションなど、還元タンパク質と非還元タンパク質の両方のサンプルの評
価を目的とした自動キャピラリ電気泳動装置です。効率的なサンプル調
製と直感的なソフトウェアにより、シンプルなタンパク質分析ワークフロー
を実現し、対象のタンパク質のサイズと純度を簡単に分析できます。

DNAフラグメントの定性分析用に設計されたハイスループットキャピラリ
電気泳動機器です。ZAG DNA Analyzer Systemを使うと、1日に数千
もの DNAフラグメントサンプルをスクリーニングできます。その直感的な
ソフトウェアは、バッチ処理を使用して、自動的に対象サンプルをマーク
しますので、最も重要な情報を簡単に分析できるようになります。

● 自動パラレルキャピラリ SDS ゲル電気
泳動（CE-SDS）により、10～240 kDa
のタンパク質の泳動を効率化
●  キャピラリアレイにより、最大 12サン
プルを 30分で同時に分析可能
● データ解析ソフトウェア ProSize によ
り、タンパク質サンプルの泳動結果を
デジタルデータで生成し、迅速かつ簡
単に分析可能

〈価格〉 お問い合わせください

●  最高 3 bp差の DNAフラグメントの明
確な分離とサイジング

●   24時間で 48枚の 96ウェルのサンプ
ルトレイを分析

●   35 bp～20,000 bpのフラグメントの
サイズ決定が可能

●  最短わずか 20分でサンプル分析が可
能

● 解析ソフトウェアにより、分析後に自動
的にデータを処理・レポート出力可能

〈価格〉 お問い合わせください

Femto Pulse Systemは、パルスフィールド電気泳動電源を搭載しており、
従来の全自動電気泳動システムでは解析が困難であった高分子 DNAの
解析が可能です。Femto Pulse Systemの泳動時間はわずか１時間です。
●  高分子量ゲノム DNA
●  Large DNA フラグメントライブラリ
●  BAC クローン
● シングルセル由来ゲノム DNA・Total RNA
● 低濃度 NGS ライブラリ
●  cell-free DNA
●  FFPE 由来核酸
● 単一または複数の DNA フラグメント

〈価格〉 お問い合わせください

Fragment Analyzer Systemは、自動化されたパラレルキャピラリー電
気泳動を利用して、核酸の信頼性の高い品質管理（QC）を行います。非
常に高い分離能とサイズ正確性を持ち合わせています。

Genomics Solution

5200 Fragment Analyzer System
● ミディアムスループットタイプ
●  12～96 サンプルを １ 日に 1～3 回分析

5300 Fragment Analyzer System
● ハイスループットタイプ
●  1～2 枚の 96 ウェルプレートを 1 日に
　最大 3 回分析

5400 Fragment Analyzer System
● ウルトラハイスループットタイプ
●  1 日に 3 枚以上の 96 ウェルプレートを
　分析、ロボットによる自動化システムに
　対応可能

〈価格〉 お問い合わせください
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Bond Elutは、固相抽出カラムの中で最も信頼され、最も長く愛用され
ている製品です。世界中の科学者に使用されているBond Elutは、数多
くの基準試験法の中でも指定されています。また、Bond Elutの名前は
学術論文において数多く見つけることができます。
Bond Elutは厳格な管理基準のもと、一貫した高い品質で製造されてい
ます。安定した製品を製造するために、アジレントでは 25項目の検査を
適用しています。製造ラインに搭載しているオプティカルスキャナは、
Bond Elutカートリッジをさまざまな角度からチェックし、不良品の存在
を監視しています。不良品の存在を確認すると、その製品はラインから
排除され、最終製品に混入することはありません。このような製造工程は、
最新の ISO 9001:2000のガイドラインで定めています。そのため、どの
Bond Elutでも、常に安心して使用できます。

●さまざまなメソッドに最適な 50種類以上の固相
●クリーンな試料を再現性良く迅速に獲得
●信頼性の高いサンプル前処理をサポート
●最先端技術を駆使した高品質の SPEカラム

Bond Elut固相抽出カラム

〈充填剤種類〉
無極性 : C1、C2、C8、C18、C18 EWP、C18 OH、CH、CN-E、PH
極性 : Si、NH2、FL、AL-A、AL-B、AL-N、CN-U、2OH
イオン交換 : CBA、DEA、PRS、PSA、SAX、SCX
ミックスモード : AccuCAT、Certify、CertifyⅡ 
多層 : Carbon/NH2、Carbon/PSA、SAX/PSA、AL/Si、FL/C18、Si/CN-E
専用 : Atrazine、Mycotoxin、TCA、THC、PCB、Sodium Sulfate
その他 : Carbon、〈New〉CarbonS、PBA、Cellulose、〈New〉PFAS WAX
ポリマー : 〈New〉HLB、ENV、LMS、PPL、NEXUS、NEXUS WCX、Plexa、
 Plexa PCX、Plexa PAX

Agilent Bond Elut QuEChERS
（キャッチャーズ）キット

Agilent Bond Elut QuEChERS 
（キャッチャーズ）キットは、サンプ
ル前処理を簡略化します。 従来 1
日がかりだった前処理作業が、 1－
2時間で実施可能です。 
Agilentの Bond Elut QuEChERS
キットは、より高い効率と信頼性
を実現するように事前にパッケー
ジ化されているため、QuEChERS
メソッドを簡単に利用できるよう
になります。

抽出キット
溶媒と塩を少量（10 gまたは 15 g）の粉砕したサンプルに添加することで、
対象の農薬を有機層に抽出できます。
● キャップ付き50 mL遠心分離チューブ＋バッファ用のMgSO4、および

NaClまたはその他の塩。計量された塩が防湿パックに入っています。

分散 SPEキット
抽出キットで抽出したサンプルの上澄み液を、少量の SPE吸着剤と
MgSO4を含む 2 mLまたは 15 mLの遠心分離チューブに添加します。吸
着剤はサンプルからマトリックス物質を取り除き、MgSO4は過剰な水分
の除去と分析対象物の分離に役立ちます。

オリジナルメソッド、
10g サンプル

粉砕したサンプル : 10g または 15g

オリジナルメソッド、
15g サンプル

上澄み 1mL、6mL、または 8mL＊

分散 SPEキットの選択

抽出キットの選択

バッファあり
AOAC 2007.1 メソッド、

15g サンプル

バッファあり
EN 15662 メソッド、

10g サンプル

一般的な
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

脂質/蝋質のある
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

一般的な
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

脂質/蝋質のある
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

色素のある
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

脂質と色素のある
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

色素のある
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

色素の多い
果実と野菜用
2mL および
15mL キット

分析

AOACメソッド ENメソッド

攪拌と遠心分離

pHを確認し、5～5.5に調整

内部標準を添加

攪拌と遠心分離

アセトニトリル添加

カラム・消耗品
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Captiva EMR PFAS Food
Captiva EMR マイコトキシン

Captivaエコノフィルタ

食品中の PFAS、マイコトキシン分析におけるサンプル前処理を簡素化
Captiva EMR PFAS Foodは、パススルー型クリーンナップで、食品または
飼料中の PFAS測定のためのマトリックス除去を目的に設計されています。
QuEChERSキットなどを使用した抽出後のクリーンナップとして使用します。

Captivaエコノフィルタは、コスト効率の良
い1,000個パックで、多くのサンプルを扱
う多忙なラボに最適です。さまざまなメン
ブレンタイプやポアサイズから、お客様の
ニーズに合ったものを選択できます。

〈ポアサイズ〉
 0.2  µm、0.45  µm

〈直径〉 
13 mm、25 mm
〈フィルタ材質〉 

PVDF、PTFE、ナイロン、PES、ポリプロピレン、再生セルロース

NEW

NEW

Captiva EMR-Lipid
Capiva EMR-Lipidは脂質マトリックスを強力に除去する固相カラムです。
生体試料や食品等脂質を含むサンプルからアセトニトリルで抽出した抽出
液（20 %以上の水を含むことが必要）を通過させるだけという1ステップ
の簡単な操作で脂質の除去ができます。

使用方法 1 : 抽出液の除脂肪

サンプルのアセトニトリル抽出液

Captiva EMR-Lipidに負荷

加圧、減圧、遠心分離のいずれかで抽出液を通過、回収

LCはそのまま分析
GCは溶媒置換して分析

水 20％ 以上になるよう調整
抽出液にサンプル由来の水分が 20％ 以上

含まれている場合は調整不要

Captivaは、変性させたタンパク質沈殿物を完全に除去し、目的物質を
回収する除タンパクフィルタです。この Captivaをご使用いただくことで、
血漿試料を素早く・安心に処理することができます。
●多検体同時処理でコストの低減と生産性の向上
●目的に合ったポアサイズを選択
●プレートのまま試料を冷凍保存可能
●各種ロボットに対応

Agilent Bond Elut PFAS WAXカートリッジは、抽出性能が非常に優れて
おり、幅広い PFAS化合物の前処理に対応します。飲料水、廃水、土壌、
汚泥、組織などの環境マトリックスから、PFASを確実に分離できます。
これらの弱アニオン交換固相抽出（SPE）カートリッジは、EPAメソッド
533、EPAドラフトメソッド 1633（2021年 8月）、ISO 21675に適合して
います。
● PFASの抽出とPFASの清浄度に特化した設計
●  EPAメソッド533、EPAドラフトメソッド 1633（2021年 8月）、ISO 

21675:2019に適合
● 飲料水、廃水、土壌、汚泥、組織といった多様な環境マトリックスか
らの各種 PFAS化合物の抽出に最適
● 炭素鎖が短い（< C6鎖長）PFAS化合物で優れた回収率と再現性
● カートリッジ（6 mL）は 3種類の充填材量（150 mg、200 mg、500 

mg）を選択可能

Captiva
迅速・確実なフィルトレーション

〈ポアサイズ〉
0.2、0.45、0.6、10、20 µm

〈形状〉
96ウェルプレート、シングルチューブ
〈フィルタ材質〉

PP、PVDF、GF

Bond Elut SPE PFAS Expansion

FoodⅠ : 主に果物、野菜、ベビーフード、ジュース向け
FoodⅡ :  主にミルク、粉ミルク、タナゴ、肉、シーフー
ド、内臓類、飼料、食用油向け
Captiva EMR マイコトキシンは、パススルー型クリー
ンナップで、食品または飼料中のマイコトキシン測定
のためのマトリックス除去を目的に設計されていま
す。QuEChERS抽出行程の後に使用します。

Sample Preparation
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カラム・消耗品 Sample Preparation

グリカン前処理製品群
アジレントはバイオ医薬品として活用されている生物製剤の糖鎖分析前
処理製品、標識試薬、糖鎖および糖鎖ライブラリ標準品のご提供を始
めました。AdvanceBio Gly-Xは、最短 1時間で N-グリカン分析のサン
プル前処理が完了する、次世代前処理プラットフォームです。

〈関連製品〉 
糖鎖分析前処理キット
糖、糖ペプチド、糖タンパク標準品
酵素、プロテインA、フィコビリタンパク質、ストレプトアビジン製品

GPC/SECカラムと標準試料
多彩なラインアップでポリマーの合成・天然ポリマーの
特性解析を強力にサポート
高分子 GPC/SEC分析の改善や、分析困難な極性 /荷電高分子用アプ
リケーションの新規開発を、アジレントがサポートします。
高分子アプリケーション用の新しいカラムや標準試料が加わり、アジレン
トの GPC/SECポートフォリオはさらに充実しました。これらの製品はす
べて、数十年にわたる特性解析の知識や専門技術に基づいて開発されて
います。

高品質カラム
アジレントは、あらゆるアプリケーションに対応でき、有機溶媒、水系溶媒、
極性溶媒で使用できるGPC/SECカラムを幅広く取り揃えています。高品
質な PLgel、PL aquagel-OH、PolarGel、SUPREMA、NOVEMA Max、
GRAM、および特殊なアプリケーション向けの専用カラムがラインアップ
されています。

標準試料
アジレントの標準試料は ISO 9001認証を用いて製造されており、一意の
バッチ番号と、メソッドおよび特性解析結果が記載されている分析証明
書によってトレース可能です。
次のようなオプションがあります。
● さまざまな分子量のポリマー標準（粉末状）
● 作業時間の短縮に役立つ InfinityLab EasiVialおよび EasiCalの調製
済み標準と、ReadyCalおよび EasyValidバリデーションキット

● 非常に狭い範囲の分子量標準、1 g、5 g、10 gの単位で販売

14

Agilent GPC/SEC カラムおよび標準試料

ポリマー /高分子分析者向けの
完全な分析ソリューション
高分子 GPC/SEC 分析の改善や、分析困難な極性/荷電高分子用アプリケーションの新規開発を、アジレントがサポート
します。高分子アプリケーション用の新しいカラムや標準試料が加わり、アジレントの GPC/SEC ポートフォリオはさらに
充実しました。これらの製品はすべて、数十年にわたる特性解析の知識や専門技術に基づいて開発されています。

高品質カラム
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aquagel-OH、PolarGel、SUPREMA、NOVEMA Max、GRAM、および特殊なアプ
リケーション向けの専用カラムがラインアップされています。

高精度なキャリブレーションを実現する高品質な標準試料
アジレントの標準試料は ISO 9001 認証を用いて製造されており、一意のバッチ番号
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 – 非常に狭い範囲の分子量標準、1 g、5 g、10 g の単位で販売

* 1260 Infinity II 高温サンプル前処理システム、HT GPCシステム、GPC/SECカラム、標準試料
に関して、日本国内においてはエーエムアール株式会社が販売とサポートを行っております。
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カラム・消耗品 LC Column & Supplies

InfinityLab Poroshell 120カラム
Poroshell 120 HPLCカラムは、今お使いの一般的な HPLCを使って高
速高分離が可能なカラムです。
Poroshell 120 HPLCカラムは、通常の全多孔性充填剤ではなく、 
表面多孔性（コアシェル）充填剤を用いています。
Porohell 120には、粒子径が 1.9 µm、2.7 μm、4 μmのカラムが 
あります。

〈1.9 µm充填剤〉 
● 130 Mpaの耐圧を備えた UHPLC分析向け
〈2.7 µm充填剤〉 
●サブ 2 ミクロンカラムと同等の高いカラム効率
●通常のサブ 2 ミクロンカラムより40 ～ 50 % 低いカラム圧力
〈4 µm充填剤〉 
● 全多孔性 5 μm カラムの高速高分離を、耐圧 20 MPa程度のHPLC
で実施する分析向け

InfinityLabクイックコネクト
フィッティング

InfinityLabセーフティキャップ

ZORBAX HPLCカラム

分取精製処理において、中心となる目標は、収率、純度、スループット
の 3つです。Agilent InfinityLab 分取 LC カラムは、ラボの目標達成に向
けて最適化されています。
高い保持容量の Pursuit XRS、選択性に優れた ZORBAX、高速・高効
率の Poroshell 120 など、多様な充填剤で提供されているため、精製の
ニーズに最適なカラムをお選びいただけます。
Agilent InfinityLab 分取 LC カラムは、内径 21.2 mm と 30 mm のサイ
ズをご用意しており、分析カラムから簡単にスケールアップできます。

各社高耐圧 HPLC機器で使用が可能な、手締めで使いやすい LCカラム
フィッティングです。
●  130 Mpa耐圧の手締めナットです。
●すべてのタイプの LCカラムで使用できます。
●  PEEKフェラルを使用しますので、キャピラリーやカラムにダメージが
なく、バイオイナート LCにも最適です。

アジレントは液体クロマトグラフ（HPLC）ユーザーの労働安全を向上する
溶媒ボトルキャップを作りました。ラボ内の溶媒の蒸気と漏れからお客
様を守ります。
● HPLCで使用する一般的な溶媒ボトルに対応（GL45など）
● PTFE と PFA を使った高い耐化学性
● 〈New〉InfinityLab セーフティパージボトルには、最大 4本の溶媒ライ
ンをキャップで設置 /固定できます。複数のラインを溶媒でパージする
洗浄時などにご使用いただける便利なボトルです。

ZORBAXカラムは、シリカ担体の製造から、充填剤製造プロセスのすべ
てを自社でコントロールしているため、長期に渡り信頼性の高い結果が得
られます。
高速高分離のメソッド開発には 1.8 µmカラムを、コンベンショナルなメ
ソッドには 5 µmか高分離な 3.5 µmの選択が可能で、すべての粒子径
のカラムにおいてメソッド変換が容易に行えます。

〈充填剤〉 
Poroshell SB-C18、HPH-C18
ZORBAX SB-C18、Eclipse Plus C18、SB-C8、
Eclipse Plus C8、Eclipse Plus Phenyl Hexyl
Pursuit XRs C18、C8、Diphenyl

〈充填剤〉 
SB-C18、EC-C18、CS-C18、EC-C8、SB-C8、
EC-CN、Phenyl-Hexyl、SB-Aq、Bonus-RP、
HILIC、PFP、HPH-C18、HPH-C8、キラル、
HILIC-Z、HILIC-OH、〈New〉Aq-C18

InfinityLab分取 HPLCカラムNEW

〈充填剤〉 
Eclipse Plus C18、C8、Phenyl-Hexyl、PAH、SB-C18、C8、CN、C3、
Phenyl、Aq
HILIC、順相、
タンパク質分析カラムなど



34

カラム・消耗品 LC Column & Supplies

AdvanceBio Glycanマッピングカラム

AdvanceBioペプチドマッピングカラム

AdvanceBio オリゴヌクレオチドカラム

Agilent AdvanceBio Glycan マッピングカラムは、高速、高分離、かつ
再現性の高い HILIC クロマトグラフィーによる糖鎖同定を実施できるよう
に設計および製造されており、MS および蛍光検出の測定結果を最適化
するための技術が活用されています。

次の 2 種類のカラムから選択できます :
高い分離能と低い背圧を実現する 2.7 µm 表面多孔質カラム
最高の分離能を実現する 粒子径 1.8 µmカラム

AdvanceBio ペプチドマッピングカラムは、粒子径 2.7 μm、120 Å のポ
アを持つ表面多孔性充填剤カラムです。このカラムは、ロット毎にペプチ
ド混合物で分離パフォーマンスの確認をしており、ペプチド分析には最
適な選択です。

トリチルオフ、脱保護オリゴヌクレオチドを適切に分離するには、高分離
能で厳しい条件に耐える堅牢性を備えたカラムが必要です。Agilent 
AdvanceBio オリゴヌクレオチドカラムは、高効率、2.7  µm の表面多孔質 
Poroshell 粒子が特徴です。アジレント独自のテクノロジーを使用し粒子
を化学修飾して、高 pH 移動相に対する耐性を大幅に高めています。

生体分子用 PLRP-S
PLRP-Sは化学的にも物理的にも安定な、頑丈なマクロポーラス型スチレ
ンジビニルベンゼンを充てんしたHPLCカラムです。再現性の高い逆相
系のHPLCカラムであり、疎水性を高めるためのアルキル鎖（C18や C8
など）の結合は必要としていません。また、PLRP-Sの表面は不活性のた
め、シリカ系充てん剤に見られるような残存シラノールやエンドキャップ
率による分離能の不均一性は生じません。

AdvanceBio SEC（サイズ排除）カラム
AdvanceBio SEC カラムを使用すると、mAb の凝集とタンパク質の分析
において、精密かつ正確な定量が可能となります。アジレントが設計、開
発したこの新しい SEC 技術によって、堅牢で信頼性の高いメソッドを使用
でき、サンプルの再分析が不要となるため、ラボの生産性が向上します。
カラム間、バッチ間、ラボ間
で一貫した結果が出るため、
部門や場所をまたいでも確
実にメソッドを移管できます。

PEEK ライニング HPLCカラム
バイオ医薬品は金属によるアーチファクトの影響を受けやすい分子です。
イナートな装置を用い、カラムもイナートなものを用いることで、その懸
念を減らすことができます。また、金属配位しやすい低分子化合物の分
析でも、カラムや装置の金属部分の影響を減らすことが、優れた結果を
導き出すには有効です。

MP35Nキャピラリ
一般的な HPLCはステンレススチール（SUS）を材質をしていますが、
1290 InfinityLab Bio LCは SUSを用いず、MP35Nを材質として用いた
HPLCです。MP35Nは優れた耐薬品性を持ち、幅広い pH範囲や塩濃
度で使用できる素材で、リン酸などで不動態化処理した SUSよりも不
活性という特長があります。

〈充填剤〉 
AdvanceBio SEC、EC-C18、MSスペントメディア
PLRP-S、Poroshell120 CS-C18、HILIC-Z

メタルフリー・バイオコンパチブル製品

遠心分離で生体分子の簡単前処理
サイズ排除ゲルが充填された AdvanceBio スピンカラムはサンプルから
過剰な塩や不要な低分子を除去、あるいはバッファ交換を簡単な操作で
実現します。

●サンプル前処理を10～15分で実施
● 分子量 5 kDaを超えるタンパク質、塩基対 10より大きなオリゴヌクレ
オチド、またはヌクレオチドで使用可能

● 製品フォーマットは 3種類
　サンプル量 < 100 µL用のスピンカラム
　サンプル量 < 1000 µL用のスピンカラム
　サンプル量 < 50 µL 用の 96サンプルプレート

AdvanceBioスピンカラムNEW
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カラム・消耗品 GC Column & Supplies

DB-5Q超低ブリードGC/MSカラム
DB-5Q Ultra Low Bleed GC/MS Columns

J&W DB-5Qカラムは、幅広い質量分析アプリケーションにおいて非常に
優れた性能を発揮します。優れた表面不活性処理技術と超低ブリードケ
ミストリを兼ね備えているため、分析困難な高活性の半揮発性物質で卓
越した S/N比と質量スペクトルの完全性が得られます。各 J&W DB-5Q
カラムは、高速コンディショニングと優れた耐久性によってサンプルスルー
プットを最適化できるように設計されています。また、厳格な要件の試験
混合物でテストされているため、信頼性の高い一貫したカラム性能を発
揮します。DB-5Q カラムは一般的な用途と微量分析アプリケーションに
最適です。

Agilent J&W ウルトライナートキャピラリGCカラムは、これまでにない高
いカラム不活性化技術を実現したカラムです。このカラムを使えば、これ
まで分析が困難だった酸、塩基、および他の活性化合物の微量分析を、
最高の信頼性で実現することが可能です。また、感度や性能、信頼性の
高い分析結果を得るのに欠かせない不活性な GCフローパスを確保する
ことができます。

微量の活性対象化合物を高い信頼性で分離できるように、中極性の
DB-35ms、624固定相が同ファミリーですでに発売されている無極性カ
ラム DB/HP-1msと、DB/HP-5msに続けて加わりました。この新しいカ
ラムにより、農薬分析や薬物乱用試験など、無極性カラムとは異なる選
択性が必要とされるアプリケーションで、ウルトライナート性能を利用で
きるようになりました。これらのカラムを使えば、低濃度の成分を定量し、
これまでよりも広い範囲で直線性を得ることができます。また、適切な選
択性をもとに、分離を最適化することもできます。こうした利点により、
従来のカラムよりも生産性が高まります。
●最高レベルのカラム不活性
●分析困難な活性物質でも優れたピーク形状を実現
●優れたシグナル／ノイズ比
●化合物の吸着や分解を最小限に
● DB/HP-1ms 、DB/HP-5ms、DB-35ms、DB-624、DB-Select624、
　DB-WAX、血中アルコールのラインナップ

Agilent J&W ウルトライナートキャピラリGCカラム

GCセルフタイトカラムナット

CrossLab CSリークディテクタ

PFCフリーバイアルとキャップ

アジレント独自のステンレス製カラムナットにより、しっかりとした接続が
可能になります。高価なアップグレードやアダプタは不要です。カラムナッ
ト内部にスプリングが内蔵されていることにより、85 %ポリイミド／15 %
グラファイトショートフェラルが常にカラム接続部に密着され、リークのな
いシールを維持します。
●時間のロスを回避 : オーブン昇温プログラム後に、カラムナットを締め
直す必要がありません。
●使いやすさ : 指で締められるため、
　スパナなどの工具が必要ありません。
●迅速なメンテナンス : 低トルクのため、
　取り外し時の際のフェラルの貼りつき
　や割れを防止します。
●アジレント用以外に、島津用、サーモ
　用、パーキン用、ブルカー用を用意。

CrossLab CS（Cartridge System : カートリッジシステム）リークディテク
タは、1台のハンドヘルドユニットでカートリッジを交換することにより、
リークディテクタと ADMフローメータの両方の機能を使用できます。
また、既存 G6691A ADMフローメータについても、ファームウェアをアッ
プデートすることで、G6694Aリークディテクタカートリッジを使用可能
になります。1台 2役でラボの効率向上に貢献します。

微量濃度の PFAS分析時のバックグラウンドノイズを低減
ペルオロアルキル化合物およびポリフルオロアルキル化合物（PFAS）は、
環境中に広く存在する残留性有機汚染物質です。
世界中の規制機関が、水、土壌、食品、および製造プロセスに存在する
PFASのモニタリングと同定に対して、より厳格な要件を規定しています。 
低い検出下限を求めるこれらの要件に適合するためには、LC/MS流路
がペルフルオロ化合物（PFC）で
汚染されないようにする必要が
あります。
Agilent PFCフリーバイアルおよ
びキャップは、独自の設計によっ
て、PFCによる不要なバックグラ
ウンドコンタミネーションと共溶
出を防止します。

NEW

NEW

セルフタイトカラムナット、GC注入口、
検出器用（p/n G3440-81011）

セルフタイトカラムナット、MSトランス
ファライン用（p/n G3440-81013）

新製品 PFC フリーバイアルと 
キャップ

微量濃度の PFAS 分析時のバックグラウンドノイズを低減

ペルオロアルキル化合物およびポリフルオロアルキル化合物（PFAS）は、環
境中に広く存在する残留性有機汚染物質です。世界中の規制機関が、水、土壌、
食品、および製造プロセスに存在する PFAS のモニタリングと同定に対して、
より厳格な要件を規定しています。

低い検出下限を求めるこれらの要件に適合するためには、LC/MS 流路がペ
ルフルオロ化合物（PFC）で汚染されないようにする必要があります。Agilent 
PFC フリーバイアルおよびキャップは、独自の設計によって、PFC による不要
なバックグラウンドコンタミネーションと共溶出を防止します。

 – サンプルの完全性の保護。Agilent PFC フリーバイアルおよびキャップが分
析の品質を低下させることはありません。

 – 複数注入の実行。アジレント独自のポリプロピレン/シリコン二重層セプタ
ムが、標準/キャリブレーションの注入においても最大限の密封性能を実現
します。

 – 再分析を最小限に抑制。精密に設計されたバイアルにより、オートサンプラ
のエラーを低減できます。透明度の高いポリプロピレンを採用した ２ mL 
スクリューバイアルです。PFA S分析に限らず、Vet Drugs、LAS、PQ/DQ、
グリホサートなどさまざまな分析にお使いいただけます。

 – 規制への準拠。バイアルとキャップはすべて、EPA 537.1、EPA 533、EPA 
8327、および ISO 21675 の要件に適合しています。

Agilent PFAS のワークフローは、これらすべてと、LC/MS システム、消耗品、
カラム、アプリケーション、標準物質を網羅しており、国際規制への適合を支援
します。

PFC によるコンタミネーションと共溶出を 
防止

 

妥協のない品質、適切な密封

 – Agilent PFC フリー 2 mL バイアルは、プレミア
ムグレードの半透明ポリプロピレン製で、充填
量は 1.5～ 1.7 mL です。

 – アジレント独自の特長：各キャップには、単層
の薄型メンブレンセプタムよりもサンプル損失を
抑えることができるポリプロピレン/シリコン二
重層セプタムが付属しています。



※本資料掲載の装置写真と実際の装置とは異なる場合があります。
※本資料掲載の製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、
　医薬品医療機器等法に基づく登録を行っておりません。
※本文記載の内容は予告なく変更する場合があります。
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サービス & トレーニングに関する情報は各総合カタログを参照ください
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